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▽
生
乳
生
産
量

２２
年
９
月
に
発
表
し
た
２２

年
度
予
測
を
下
方
修
正
。
需

給
緩
和
の
た
め
、
全
国
で
生

産
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
結
果
、
北
海
道
は

前
年
度
比
０
・
９
％
減
の
４

２
７
万
４
千
㌧
、
都
府
県
は

１
・
３
％
減
の
３
２
９
万
１

千
㌧
、
全
国
で
は
１
・
１
％

減
の
７
５
６
万
５
千
㌧
の
見

込
み
（
表
１
）
。
全
国
の
生

産
量
が
前
年
度
を
下
回
る
の

は
、
１８
年
度
以
来
４
年
ぶ
り

と
な
る
。

２３
年
度
の
北
海
道
の
生
産

量
は
２２
年
度
比
１
・
０
％
減

の
４
２
３
万
㌧
、
都
府
県
は

１
・
６
％
減
の
３
２
３
万
９

千
㌧
、
全
国
で
は
１
・
３
％

減
の
７
４
７
万
㌧
と
、
い
ず

れ
も
２
年
連
続
の
減
産
と
な

る
見
通
し
（
表
２
）
。

▽
牛
乳
等
生
産
量

牛
乳
類（
牛
乳
、
加
工
乳
、

成
分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）

の
生
産
量
は
２２
年
度
比
１
・

２
％
減
の
４
５
２
万
㌔
㍑
、

は
っ
酵
乳
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
）

は
２
・
３
％
減
の
９３
万
３
千

㌔
㍑
と
予
測
。
牛
乳
類
の
う

ち
、
牛
乳
は
１
・
４
％
減
の

３
１
０
万
３
千
㌔
㍑
と
見
込

ん
で
い
る
。

生
乳
生
産
量
か
ら
自
家
消

費
量
を
差
し
引
い
た
「
生
乳

供
給
量
」
は
、
１
・
３
％
減

の
７
４
２
万
４
千
㌧
。
用
途

別
処
理
量
は
、
飲
用
等
向
け

が
１
・
６
％
減
の
３
９
２
万

３
千
㌧
、
乳
製
品
向
け
は
０

・
９
％
減
の
３
５
０
万
１
千

㌧
と
な
る
見
通
し
。

乳
製
品
向
け
の
う
ち
、
脱

脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
は
、

１
・
０
％
増
の
１
８
６
万
７

千
㌧
と
２２
年
度
を
上
回
る
見

込
み
。

脱
脂
粉
乳
の
年
度
末
在
庫

量
は
、
２２
年
度
末
比
１８
・
７

％
増
の
１２
万
㌧
（
在
庫
対
策

込
み
で
は
１０
・
８
％
増
の
１１

万
２
千
㌧
）
に
膨
ら
む
見
込

み
。
一
方
、
バ
タ
ー
の
年
度

末
在
庫
量
は
、
１
・
８
％
減

の
３
万
１
１
０
０
㌧
と
な
る

見
通
し
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
「
脱
脂
粉
乳

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
、
在

庫
削
減
は
業
界
の
重
要
課

題
」
と
強
調
。
２３
年
度
の
需

給
安
定
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
「
恒
常
的
な
需

給
緩
和
状
況
そ
の
も
の
を
早

急
に
緩
和
さ
せ
る
た
め
に

は
、
全
国
の
生
産
者
に
よ
る

生
乳
生
産
抑
制
と
生
乳
需
要

の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
」
と

し
て
い
る
。

農
水
省
は
１
月
２４
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２２
年

度
の
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書（
以
下
、
白
書
）の
作
成
に

向
け
て
、議
論
を
開
始
し
た
。

農
業
政
策
の
基
本
的
な
方

向
を
示
す
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府

は
毎
年
、
食
料
・
農
業
・
農

村
の
動
向
等
に
関
す
る
白
書

を
作
成
し
、
国
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。

同
省
は
今
部
会
で
、
白
書

の
構
成
案
を
提
示
し
た
。
第

１
部
の
２２
年
度
食
料
・
農
業

・
農
村
の
動
向
（
動
向
編
）

の
特
集
は
、
「
食
料
安
全
保

障
の
強
化
に
向
け
て
」
が
テ

ー
マ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な

ど
を
背
景
と
し
た
食
料
品
・

生
産
資
材
の
価
格
高
騰
の
影

響
等
に
つ
い
て
記
録
・
分
析

す
る
と
と
も
に
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
に
向
け
た
新
た

な
動
き
を
紹
介
す
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
（
主
な
ニ
ュ

ー
ス
）
で
は
、
▽
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
額
が
過
去

最
高
を
更
新
、
▽
動
き
出
し

た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
、
▽
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

を
強
化
―
な
ど
６
項
目
を
取

り
上
げ
る
。

本
編
は
、
①
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
②
農
業
の
持
続

的
な
発
展
③
農
村
の
振
興
④

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
や

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

等
―
の
４
章
で
構
成
。
国
民

各
層
の
理
解
と
関
心
が
一
層

高
ま
る
よ
う
、
図
表
、
事
例
、

写
真
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、

食
料
・
農
業
・
農
村
の
動
向

に
つ
い
て
、
記
録
・
分
析
を

行
う
。

第
２
部
の
２３
年
度
食
料
・

農
業
・
農
村
施
策（
施
策
編
）

で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
等
を
基
に
、
同
年

度
の
施
策
を
整
理
す
る
。

複
数
の
委
員
か
ら
、
原
材

料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
農
畜
産
物
へ
の
価
格
転

嫁
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
の
記
述
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
た
。ま
た
、農
林
水

産
業
の
環
境
負
荷
軽
減
（
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減

等
）を
目
指
す「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
意
義

を
国
民
に
伝
え
る
こ
と
や
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
の

現
状
を
踏
ま
え
た
記
述
を
要

望
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

今
後
、
３
月
以
降
に
白
書

の
骨
子
案
や
本
文
案
な
ど
を

議
論
す
る
。
５
月
頃
に
閣
議

決
定
し
、
国
会
に
提
出
後
、

公
表
さ
れ
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
２７
日
、
２
０
２
３
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
を

発
表
し
た
。
２２
年
度
の
全
国
の
生
乳
生
産
量
を
前
年
割
れ
に
下
方
修
正
。
２３
年
度
も
前
年

度
を
下
回
る
見
通
し
で
、
２
年
連
続
の
減
産
と
な
る
見
込
み
。
消
費
面
で
は
、
牛
乳
類
の

生
産
量
が
前
年
度
を
下
回
る
な
ど
、
需
給
緩
和
傾
向
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。

農
水
省
は
１
月
２７
日
、
２３

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
乳

製
品
の
輸
入
枠
数
量
を
公

表
。
バ
タ
ー
は
８
０
０
０
㌧

（
生
乳
換
算
で
約
９
万
８
千

㌧
）
、
脱
脂
粉
乳
は
７
５
０

㌧
（
約
５
千
㌧
）
と
設
定
し

た
。

バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
等
の

輸
入
は
、
国
内
需
給
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
、
農
畜
産

業
振
興
機
構
を
通
じ
た
国
家

貿
易
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
同

省
が
毎
年
１
月
に
翌
年
度
全

体
の
輸
入
枠
数
量
を
示
し
、

５
月
と
９
月
に
増
減
の
必
要

性
を
検
証
し
て
い
る
。

生
乳
需
給
が
引
き
続
き
緩

和
し
て
い
る
中
、バ
タ
ー
は
、

２２
年
度
か
ら
需
要
が
回
復
傾

向
に
あ
り
、
高
水
準
だ
っ
た

在
庫
は
減
少
し
て
い
る
。
一

方
、
脱
脂
粉
乳
は
、
原
料
に

使
う
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
需

要
低
迷
に
よ
り
、
在
庫
量
は

引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
し

て
い
る
。

輸
入
枠
数
量
は
２２
年
度
と

同
様
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿

易
機
関
）
で
約
束
し
て
い
る

最
低
数
量
（
カ
レ
ン
ト
・
ア

ク
セ
ス
：
生
乳
換
算
で
１３
万

７
千
㌧
）
に
と
ど
め
た
。

バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
と
も

に
現
時
点
で
十
分
な
在
庫
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
に
、

ホ
エ
イ
（
乳
清
）
４
５
０
０

㌧
（
生
乳
換
算
で
約
３
万
１

千
㌧
）
、
バ
タ
ー
オ
イ
ル
１

８
５
㌧
（
約
３
千
㌧
）
と
し

た
。

農
水
省
は
２
月
３
日
、
２２

年
１
〜
１２
月
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
実
績
を
発
表

し
た
。
総
額
は
、
前
年
比
１

７
６
６
億
円
（
１４
・
３
％
）

増
の
１
兆
４
１
４
８
億
円
と

な
り
、
１０
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。

内
訳
は
、
農
産
物
が
８
８

７
０
億
円
（
前
年
比
１０
・
３

％
増
）
、
林
産
物
が
６
３
８

億
円
（
１１
・
９
％
増
）
、
水

産
物
が
３
８
７
３
億
円
（
２８

・
５
％
増
）
、
少
額
貨
物
が

７
６
７
億
円
（
１
・
５
％

増
）
。

多
く
の
国
・
地
域
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
落

ち
込
ん
だ
外
食
向
け
が
回
復

し
た
ほ
か
、
円
安
が
追
い
風

と
な
っ
た
。
政
府
は
２５
年
に

２
兆
円
、
３０
年
に
５
兆
円
の

輸
出
額
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。農

産
物
で
特
に
増
加
し
た

品
目
は
、
青
果
物
（
４
７
５

億
円
、
２４
・
３
％
増
）
と
牛

乳
・
乳
製
品（
３
１
９
億
円
、

３０
・
９
％
増
）
。
青
果
物
は

香
港
及
び
台
湾
向
け
の
リ
ン

ゴ
や
イ
チ
ゴ
、
牛
乳
・
乳
製

品
は
ベ
ト
ナ
ム
向
け
の
粉
ミ

ル
ク
な
ど
の
伸
び
が
大
き
か

っ
た
。
牛
肉
は
５
２
０
億
円

（
４
％
減
）
だ
っ
た
。

国
・
地
域
別
で
は
、
中
国

（
２
７
８
３
億
円
、
２５
・
２

％
増
）が
第
１
位
で
、
香
港
、

米
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
が

続
い
た
。

農
水
省
は
１
月
２７
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
基
本
法
検
証
部
会
（
第
８

回
）
を
開
催
。
「
農
村
の
振

興
」を
テ
ー
マ
に
、人
口
減
少

へ
の
対
応
等
を
検
討
し
た
。

農
業
集
落
の
小
規
模
化
が

進
ん
で
い
る
。
人
口
減
少
に

伴
い
、
２
０
０
０
年
か
ら
１５

年
に
か
け
て
、
総
戸
数
が
９

戸
以
下
の
農
業
集
落
の
割
合

が
増
加
（
例
：
中
間
農
業
地

域
４
・
４
％
↓
７
・
７
％
、

山
間
農
業
地
域
８
・
８
％
↓

１７
・
９
％
）
。
１０
戸

を
下
回
る
と
、
農
地

の
保
全
等
を
含
む
集

落
活
動
の
実
施
率
は

急
激
に
低
下
す
る
。

５０
年
の
農
地
面
積

は
、
共
同
作
業
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
が
失
わ
れ
る
「
人

口
９
人
以
下
」
の
集

落
は
３１
万
㌶
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維

持
が
困
難
に
な
る
可

能
性
の
高
い
「
高
齢
化
率
が

５０
％
以
上
」
の
集
落
は
６７
万

㌶
に
な
る
と
予
測
。
約
３０
万

〜
７０
万
㌶
（
現
在
の
農
地
面

積
の
約
１６
％
）
で
、
「
農
村

人
口
の
減
少
に
よ
る
営
農
継

続
の
リ
ス
ク
」
が
あ
る
と
指

摘
し
た
。

ま
た
、
農
村
問
題
と
一
体

的
に
捉
え
て
き
た
用
排
水
施

設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
鳥

獣
被
害
も
顕
在
化
し
て
お

り
、
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

同
省
は
、「
農
業
生
産
活
動

を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
農

村
部
へ
の
移
住
・
関

係
人
口
の
増
加
、
起

業
に
よ
る
就
労
機
会

の
増
大
な
ど
に
向

け
、
関
係
省
庁
や
自

治
体
、
民
間
企
業
と

連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
」「
用
排

水
施
設
の
管
理
対
象

や
管
理
主
体
を
明
確

に
し
た
上
で
、
そ
の

管
理
の
継
続
の
在
り

方
を
検
討
す
べ
き
」

等
の
論
点
を
示
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
「
営
農
継

続
が
困
難
な
農
地
が
増
え
る

こ
と
は
、『
食
料
安
全
保
障
の

リ
ス
ク
』」「
農
村
に
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
自
体
が
、
各
種
の
安
全
保

障
に
資
す
る
、
す
べ
て
の
国

民
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

同
検
証
部
会
は
、
基
本
法

の
改
正
を
見
据
え
、
今
後
も

月
２
回
程
度
開
催
さ
れ
る
。

表１ ２２年度の地域別生乳生産量（見通し）
（千㌧、％）

都府県
前年比
９９．５
９７．９
９８．７

表２ ２３年度の地域別生乳生産量（見通し）

都府県
前年比
９７．２
９９．７
９８．４

（Ｊミルクの資料を基に作成）

１，６６５
１，６２６
３，２９１

１，６１８
１，６２１
３，２３９

北海道
前年比
１０１．４
９６．９
９９．１

北海道
前年比
９７．４
１００．６
９９．０

２，１９２
２，０８３
４，２７４

２，１３５
２，０９５
４，２３０

全 国

前年比
１００．６
９７．３
９８．９

全 国

前年比
９７．３
１００．２
９８．７

３，８５７
３，７０８
７，５６５

３，７５３
３，７１７
７，４７０

上 期
下 期
年度計

上 期
下 期
年度計

生
乳
、２
年
連
続
減
産
へ

Ｊ
ミ
ル
ク
の

２３
年
度
見
通
し

需
給
緩
和
で
生
産
抑
制

生
乳
換
算
１３
万
７
千
㌧
継
続

営農困難農地が増加
基 本 法
検証部会農村人口維持へ議論

農
水
省
、２３
年
度
乳
製
品
輸
入
枠
設
定

農政審部会

特
集
に「
食
料
安
保
強
化
」

農
業
白
書
作
成
へ
議
論
開
始

・「食料・農業 知っておきたい話」－１１８－（２面）
・配合飼料 特別補てん第４四半期も実施へ

（３面）
・牛乳類 １回購入量「１㍑程度」増加 （４面）
・施設ピーマン 環境制御で収量・所得増（５面）
・ファーム山下（鳥取）消費者の理解促進に尽力

（６面）
・黒毛去勢 ６～１３ヵ月齢にバイパスアミノ酸給
与 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

２２
年
農
産
品
輸
出
１.４
兆
円
、過
去
最
高

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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２３
年
度
当
初
予
算
案
で

は
、
農
林
水
産
関
係
予
算
と

し
て
、
２２
年
度
当
初
予
算
比

０
・
４
％
減
の
２
兆
２
６
８

３
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

当
年
度
の
重
点
事
項
「
食

料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

た
構
造
転
換
対
策
」
の
概
要

は
次
の
と
お
り
。
事
業
に
係

る
予
算
額
の
（

）
内
は
、

２２
年
度
当
初
予
算
額
。

▼
畑
作
物
の
本
作
化
対
策

（
一
部
公
共
）

畑
地
化
促
進
助
成
２２
億
円

（
新
規
）

水
田
を
畑
地
化
し
、
野
菜

や
果
樹
な
ど
の
高
収
益
作
物

や
、
そ
の
他
の
畑
作
物
の
定

着
を
図
る
取
り
組
み
を
支
援

す
る
。
畑
地
化
支
援
と
定
着

促
進
支
援
は
セ
ッ
ト
。
需
要

が
減
少
し
て
い
る
主
食
用
米

の
代
わ
り
に
、
需
要
の
多
い

高
収
益
作
物
や
、
飼
料
用
作

物
等
を
推
進
し
て
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
安
定
し
た
食

料
生
産
を
支
援
。

▼
米
粉
の
利
用
拡
大
支
援

対
策強

い
農
業
づ
く
り
総
合
支

援
交
付
金
の
う
ち
、
米
粉
関

連
施
設
支
援
８
億
円（
新
規
）

米
粉
を
原
料
に
し
た
商
品

の
開
発
・
普
及
や
製
粉
企
業

・
食
品
製
造
事
業
者
の
施
設

整
備
、
米
粉
専
用
品
種
の
種

子
増
産
に
必
要
な
機
械
・
施

設
な
ど
を
支
援
。

▼
肥
料
の
国
産
化
・
安
定

供
給
確
保
対
策

肥
料
原
料
備
蓄
対
策
１
億

円
（
新
規
）

主
要
な
肥
料
原
料
の
備
蓄

に
要
す
る
保
管
経
費
や
施
設

整
備
等
に
要
す
る
経
費
を
支

援
。▼

飼
料
の
生
産
・
利
用
拡

大
、
安
定
供
給
確
保
対
策

畜
産
生
産
力
・
生
産
体
制

強
化
対
策
事
業
の
う
ち
、
国

産
飼
料
の
生
産
・
利
用
拡
大

３
億
円
（
４
億
円
）
、
飼
料

穀
物
備
蓄
・
流
通
合
理
化
事

業
１８
億
円
（
同
）
、
公
共
牧

場
機
能
強
化
等
体
制
整
備
事

業
１
億
円
（
同
）

国
産
飼
料
の
供
給
・
利
用

拡
大
の
た
め
の
畜
産
農
家
と

耕
種
農
家
の
連
携
強
化
の
取

り
組
み
や
、
草
地
改
良
に
よ

る
高
栄
養
価
牧
草
の
生
産
拡

大
、
国
産
粗
飼
料
の
流
通
体

制
の
構
築
、
飼
料
生
産
組
織

の
強
化
、
飼
料
増
産
に
必
要

な
施
設
整
備
な
ど
を
支
援
。

▼
加
工
・
業
務
用
野
菜
の

生
産
拡
大
対
策

８
億
円

（
同
）

加
工
・
業
務
用
野
菜
の
生

産
に
必
要
な
栽
培
技
術
の
導

入
に
よ
り
、
国
産
の
園
芸
作

物
へ
の
切
り
替
え
推
進
、
冷

凍
野
菜
の
安
定
供
給
に
向
け

た
施
設
整
備
等
に
係
る
取
り

組
み
を
支
援
。

▼
生
産
資
材
の
使
用
低
減

対
策み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
推
進
総
合
対
策
７
億
円

（
８
億
円
）
、
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
２７
億

円
（
同
）
、
強
い
農
業
づ
く

り
総
合
支
援
交
付
金
の
う

ち
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
の
推
進
２０
億
円
（
１５

億
円
）
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
実
現
技
術
開
発

・
実
証
事
業
の
う
ち
、
新
品

種
の
開
発
２
億
円
（
新
規
）

土
壌
診
断
に
よ
る
化
学
肥

料
の
低
減
や
有
機
農
業
の
取

り
組
み
拡
大
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
く
堆

肥
生
産
等
を
支
援
す
る
ほ

か
、
肥
料
の
利
用
効
率
向
上

に
つ
な
が
る
新
品
種
の
開
発

な
ど
を
支
援
。

そ
の
他
の
関
連
事
業

▼
持
続
的
生
産
強
化
対
策

事
業

１
６
０
億
円
（
１
７

４
億
円
）

野
菜
、
果
樹
、
花
き
、
茶

・
薬
用
作
物
、
畜
産
等
の
生

産
基
盤
強
化
の
た
め
、
農
業

者
等
が
行
う
生
産
性
向
上
や

販
売
力
強
化
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
す
る
。

▼
収
入
保
険
制
度
の
実
施

３
０
６
億
円
（
１
８
４
億

円
）収

入
保
険
制
度
の
加
入
者

に
対
し
、
保
険
期
間
の
収
入

が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回

っ
た
場
合
に
、
そ
の
差
額
の

９
割
ま
で
を
補
て
ん
す
る
。

▼
新
規
就
農
者
の
育
成
・

確
保
に
向
け
た
総
合
的
な
支

援

１
９
２
億
円
（
２
０
７

億
円
）

就
農
に
向
け
た
研
修
資

金
、
経
営
開
始
資
金
、
雇
用

就
農
促
進
の
た
め
の
資
金
の

交
付
や
、
経
営
発
展
の
た
め

の
機
械
・
施
設
な
ど
の
導
入

を
支
援
。

▼
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金

４
８
７
億
円
（
同
）

農
業
者
等
が
地
域
共
同
で

行
う
、
多
面
的
機
能
を
支
え

る
活
動
（
農
地
法
面
の
草
刈

り
、
水
路
の
泥
上
げ
、
農
道

の
路
面
維
持
な
ど
）
や
、
地

域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る

活
動
を
支
援
。

▼
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

８５
億
円
（
６５
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

防
疫
措
置
、
産
業
動
物
獣
医

師
の
確
保
の
推
進
な
ど
を
支

援
す
る
。

○
他
国
は
満
た
し
て
い

な
い
し
、
そ
の
必
要
も

な
い

Ｕ
Ｒ（
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
）

交
渉
結
果
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
・

ア
ク
セ
ス
、
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ

ス
の
取
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
：
Ｔ

Ｒ
Ｑ
（
低
関
税
適
用
輸
入
数
量
）

が
国
内
消
費
量
（
１
９
８
６
年
〜

８８
年
）
の
５
％
を
超
え
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
水
準
の
輸
入
機
会
を

提
供
す
る
。
こ
れ
が
日
本
の
乳
製

品
で
あ
る
。

②
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
：
Ｔ

Ｒ
Ｑ
が
国
内
消
費
量
（
同
）
の
５

％
以
下
の
場
合
は
、
９５
年
に
そ
の

３
％
の
輸
入
機
会
を
提
供
し
、
先

進
国
の
場
合
は
００
年
に
、
開
発
途

上
国
の
場
合
は
０４
年
に
５
％
（
関

税
化
措
置
を
実
施
し
な
い
場
合
は

８
％
＝
当
初
の
日
本
の
コ
メ
）
に

引
き
上
げ
る
。

つ
ま
り
、９３
年
Ｕ
Ｒ
合
意
の「
関

税
化
」
と
併
せ
て
輸
入
量
が
消
費

量
の
５
％
に
達
し
て
い
な
い
国

（
カ
ナ
ダ
も
米
国
も
Ｅ
Ｕ
も
乳
製

品
）
は
、
消
費
量
の
３
％
を
ミ
ニ

マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
と
し
て
設
定
し

て
、
そ
れ
を
５
％
ま
で
増
や
す
約

束
を
し
た
が
、
実
際
に
は
せ
い
ぜ

い
１
〜
２
％
程
度
し
か
輸
入
さ
れ

て
い
な
い
。
実
際
に
最
新
の
デ
ー

タ
で
確
認
す
る
と
表
の
と
お
り
、

カ
ナ
ダ
は
平
均
的
に
は
５
％
を
超

え
て
い
る
が
、
米
国
は
２
％
、
Ｅ

Ｕ
は
１
％
程
度
で
、
筆
者
の
指
摘

の
と
お
り
で
あ
る
。

○
乳
製
品
以
外
の
全
体

で
も
全
量
輸
入
は
さ
れ

て
い
な
い

乳
製
品
以
外
も
含
め
た
ミ
ニ
マ

ム
・
ア
ク
セ
ス
ｏ
ｒ
カ
レ
ン
ト
・

ア
ク
セ
ス
全
体
に
つ
い
て
も
Ｔ
Ｒ

Ｑ
（
１
３
７
４
品
目
）
の
充
足
率

を
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
の
デ
ー

タ
は
、
木
下
寛
之
Ｊ
Ｃ
Ａ
（
日
本

協
同
組
合
連
携
機
構
）
顧
問
が
整

理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
（
米
国
農
務
省
）
の

資
料
に
よ
る
と
、
各
国
の
Ｔ
Ｒ
Ｑ

（
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
ｏ
ｒ
カ

レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
）
の
充
足
率

は
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
説
明
に

よ
る
と
、食
糧
管
理
特
別
会
計（
現

在
の
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
）

を
含
め
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
ｓ
（
国
家
貿
易

企
業
）
の
方
が
高
い
充
足
率
に
な

っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
ｓ
が
１
０
０
％
の
充
足
率

を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘

は
な
い
。

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
の
資
料
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
／
Ａ
Ｇ

／
Ｗ
／
１
８
３
／
Ｒ
ｅ
ｖ
．
１
）

に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｑ
（
ミ
ニ
マ
ム

・
ア
ク
セ
ス
ｏ
ｒ
カ
レ
ン
ト
・
ア

ク
セ
ス
）
の
充
足
率
の
推
移
は
１４

年
５４
％
、
１５
年
５３
％
、
１６
年
５４
％
、

１７
年
５４
％
、
１８
年
５４
％
、
１９
年
４６

％
、
１４
〜
１９
年
の
単
純
平
均
で
５３

％
と
な
っ
て
い
る
。

○
米
国
を
恐
れ
て
農
家

・
国
民
を
見
捨
て
る
政

治
・
行
政
か
ら
の
脱
却

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
は
日
本

が
言
う
よ
う
な「
最
低
輸
入
義
務
」

で
な
く
、
「
輸
入
数
量
制
限
」
を

全
て「
関
税
」に
置
き
換
え
た
際
、

禁
止
的
高
関
税
で
輸
入
が
ゼ
ロ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
ミ
ニ
マ
ム
・

ア
ク
セ
ス
ｏ
ｒ
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク

セ
ス
内
は
、
低
関
税
を
適
用
し
な

さ
い
、
と
い
う
枠
で
あ
っ
て
、
そ

の
数
量
を
必
ず
輸
入
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
約
束
で
は
ま
っ

た
く
な
い
。
低
関
税
で
の
ア
ク
セ

ス
機
会
を
開
い
て
お
く
こ
と
で
あ

り
、
最
低
輸
入
義
務
な
ど
で
は
な

く
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
関
係
な
い
。

欧
米
に
と
っ
て
乳
製
品
は
外
国

に
依
存
し
て
は
い
け
な
い
必
須
食

料
だ
か
ら
、
無
理
し
て
そ
れ
を
満

た
す
国
は
な
い
。か
た
や
日
本
は
、

す
で
に
消
費
量
の
３
％
を
遥
か
に

超
え
る
輸
入
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
輸
入
量
を
１３
・
７
万
㌧
（
生
乳

換
算
）
の
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス

と
し
て
設
定
し
て
、
毎
年
忠
実
に

満
た
し
続
け
て
い
る
、
唯
一
の
哀

れ
な
「
超
優
等
生
」
で
あ
る
。
コ

メ
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
日
本
は

本
来
義
務
で
は
な
い
の
に
毎
年
７７

万
㌧
の
枠
を
必
ず
消
化
し
て
輸
入

し
て
い
る
。米
国
と
の
密
約
で「
日

本
は
必
ず
枠
を
満
た
す
こ
と
、
か

つ
、
コ
メ
３６
万
㌧
は
米
国
か
ら
買

う
こ
と
」
を
命
令
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

農
水
省
は
最
近
、
こ
う
説
明
し

た
と
い
う
。
「
国
際
約
束
上
、
最

低
輸
入
義
務
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
た
だ
、
国
家
貿
易
で
輸
入
し

て
い
る
場
合
、
カ
ナ
ダ
の
乳
製
品

に
つ
い
て
は
、
毎
年
必
ず
で
は
な

い
が
、
枠
い
っ
ぱ
い
を
輸
入
し
て

い
る
年
も
あ
る
。
日
本
が
枠
を
満

た
さ
な
か
っ
た
場
合
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に

訴
え
ら
れ
る
可
能
性
を
恐
れ
て
い

る
」
。
意
味
不
明
で
あ
る
。
国
際

約
束
で
な
い
の
に
、
訴
え
ら
れ
る

わ
け
が
な
い
し
、訴
え
ら
れ
て
も
、

訴
え
は
退
け
ら
れ
る
は
ず
だ
。
何

を
恐
れ
て
い
る
の
か
。
米
国
だ
。

し
か
し
、
も
う
限
界
で
あ
る
。

い
く
ら
米
国
が
怖
い
か
ら
と
い
っ

て
も
、そ
の
制
約
を
乗
り
越
え
て
、

他
国
の
持
つ
国
家
安
全
保
障
の
基

本
政
策
を
我
々
も
取
り
戻
し
、
血

の
通
っ
た
財
政
出
動
を
し
な
い
と

日
本
の
農
と
国
民
の
命
は
守
れ
な

い
。

政
府
は
１２
月
２７
日
、
食
料

安
定
供
給
・
農
林
水
産
業
基

盤
強
化
本
部
（
本
部
長
＝
岸

田
首
相
）
で
、
「
食
料
安
全

保
障
強
化
政
策
大
綱
」
を
決

定
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
。

①
食
料
生
産
に
不
可
欠
な

肥
料
、
飼
料
等
の
原
料
を
国

内
資
源
の
活
用
に
転
換
す

る
。
堆
肥
・
下
水
汚
泥
資
源

の
肥
料
利
用
拡
大
等
、
肥
料

の
国
産
化
や
安
定
供
給
を
確

保
す
る
。
ま
た
、
耕
畜
連
携

に
よ
る
国
産
飼
料
の
供
給
・

利
用
拡
大
等
を
推
進
す
る
。

②
安
定
的
な
輸
入
と
適
切

な
備
蓄
と
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
過
度
な
海
外
依
存
か
ら

脱
却
す
る
。
水
田
の
畑
地
化

に
よ
る
麦
・
大
豆
等
の
本
作

化
、
米
粉
の
生
産
・
利
用
拡

大
等
を
支
援
す
る
。

大
綱
で
は
こ
の
ほ
か
に
、

生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
へ

の
対
応
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

よ
る
成
長
産
業
化
、
農
産
物

・
食
品
の
輸
出
促
進
な
ど
を

あ
げ
て
い
る
。

３０
年
ま
で
の
目
標
を
、
化

学
肥
料
の
使
用
量
２０
％
低

減
、
有
機
農
業
の
取
り
組
み

面
積
を
６
・
３
万
㌶
に
拡
大

（
２０
年
で
は
２
・
５
万
㌶
）、

な
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

２１
年
と
の
比
較
で
小
麦
９

％
、
大
豆
１６
％
、
飼
料
作
物

３２
％
、
米
粉
用
米
１
８
８
％

そ
れ
ぞ
れ
生
産
面
積
の
拡
大

を
目
指
す
。

乳製品の国内消費に対する輸入割合（２０１８－２０２０年平均）（単位 :生乳換算千トン）
輸入割合
％
２．２５
８．０４
１．２９

資料：FAO DAIRY MARKET REVIEW Emerging trends and outlook２０２２
注：木下寛之 JCA顧問の集計データから筆者が試算。

国内消費
①－③＋②

９０，１０５
９，２７８

１４７，９０８

輸出③

１１，６１１
１，０１８
２２，７９３

輸入②

２，０２８
７４６

１，９０５

生産①

９９，６８８
９，５５０

１６８，７９６

米国
カナダ
ＥＵ

水
田
の
畑
地
化
を
促
進

２３
年
度
予
算
重
点
事
項
の
概
要

食
料
安
保
の
政
策
大
綱
決
定

第１１８回

「最低輸入義務」の根拠はすべて破綻
していた～データが示す世界の実態㊦

東京大学教授 鈴木宣弘氏
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政
府
が
１
月
２４
日
に
開
い

た
、
物
価
・
賃
金
・
生
活
総

合
対
策
本
部
（
本
部
長
＝
岸

田
首
相
）
に
お
い
て
、
岸
田

首
相
は
、
配
合
飼
料
の
価
格

高
騰
が
続
く
中
、
第
４
四
半

期
（
１
〜
３
月
）
も
緊
急
対

策
を
講
じ
る
よ
う
、
野
村
農

相
に
指
示
し
た
。

輸
入
原
料
穀
物
価
格
は
や

や
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る

が
、
第
４
四
半
期
に
つ
い
て

は
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
止

ま
り
に
よ
る
畜
産
経
営
の
圧

迫
が
見
込
ま
れ
る
。

２２
年
度
の
配
合
飼
料
価
格

は
第
１
四
半
期
が
８
万
８
５

９
９
円
／
㌧
、
第
２
四
半
期

が
１０
万
２
７
０
円
／
㌧
と
高

騰
し
て
お
り
、
配
合
飼
料
価

格
安
定
基
金
か
ら
９
８
０
０

円
／
㌧
、
１
万
６
８
０
０
円

／
㌧
そ
れ
ぞ
れ
補
て
ん
し
て

き
た
（
図
）
。

第
３
四
半
期（
１０
〜
１２
月
）

の
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊
急

特
別
対
策
で
は
、
実
質
的
な

飼
料
コ
ス
ト
が
第
２
四
半
期

と
同
程
度
の
水
準
と
な
る
よ

う
６
７
５
０
円
／
㌧
拠
出
さ

れ
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
価

格
の
高
止
ま
り
は
続
き
、
配

合
飼
料
価
格
安
定
基
金
の
補

て
ん
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金

で
は
、
補
て
ん
金
の
額
を
当

該
四
半
期
の
輸
入
原
料
５
品

目
の
加
重
平
均
価
格
が
、
当

該
四
半
期
直
前
１
年
間
の
加

重
平
均
価
格
を
超
え
た
額
と

し
て
算
出
す
る
の
で
、
輸
入

原
料
の
高
止
ま
り
が
続
く
と

補
て
ん
金
の
額
は
少
な
く
な

っ
て
く
る
。

ま
た
、
基
金
の
財
源
も
限

り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
１

・
第
２
四
半
期
の
異
常
補
て

ん
金
は
２１
年
度
補
正
予
算
及

び
２２
年
４
月
の
緊
急
対
策
に

よ
り
、
積
み
増
し
等
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

２２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
で

も
異
常
補
て
ん
金
へ
の
積
み

増
し
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。

「
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び

利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
」
（
以
下
、
畜
舎

特
例
法
）
及
び
「
農
林
水
産

省
関
係
畜
舎
等
の
建
築
等
及

び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
」
が
改
正
さ
れ

た
。２３

年
４
月
１
日
よ
り
、
新

た
に
保
管
庫
等
が
畜
舎
特
例

法
の
対
象
と
な
る
。

昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
畜
舎
特
例
法
で
は
、
対

象
と
な
る
建
物
が
、畜
舎（
搾

乳
施
設
を
含
む
が
、
ペ
ッ
ト

の
飼
育
施
設
、
競
走
馬
・
乗

用
馬
の
厩
舎
及
び
堆
肥
舎
、

農
業
用
機
械
や
飼
料
・
敷
料

の
保
管
庫
は
対
象
外
）
ま
た

は
堆
肥
舎
（
家
畜
排
せ
つ
物

以
外
の
物
を
処
理
す
る
も
の

は
対
象
外
）
だ
っ
た
。
そ
の

他
の
条
件
と
し
て
①
市
街
化

区
域
外
・
用
途
地
域
外
の
地

域
に
建
築
す
る
、
②
高
さ
１６

ｍ
以
下
の
平
屋
で
居
住
の
た

め
の
居
室
を
有
さ
な
い
も

の
、
③
建
築
士
が
設
計
し
た

も
の
。
な
お
、
新
築
、
増
築
、

改
築
及
び
構
造
に
変
更
を
及

ぼ
す
行
為
を
行
う
際
に
申
請

可
能
。

今
回
新
た
に
追
加
さ
れ
る

建
物
は
、
畜
舎
ま
た
は
堆
肥

舎
に
付
随
す
る
（
畜
舎
・
堆

肥
舎
と
①
同
一
敷
地
内
、
②

隣
接
す
る
敷
地
内
、
③
近
接

す
る
敷
地
内
に
建
築
等
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
畜
舎
・
堆

肥
舎
と
一
体
的
に
利
用
す
る

こ
と
を
い
う
）
保
管
庫
（
倉

庫
又
は
車
庫
）
と
、
畜
産
経

営
に
必
要
な
貯
水
施
設
等

（
搾
乳
施
設
の
洗
浄
の
た
め

使
用
す
る
水
を
貯
水
す
る
た

め
の
施
設
、
畜
舎
で
使
用
す

る
井
戸
水
の
た
め
の
浄
化
設

備
を
備
え
る
施
設
等
が
こ
れ

に
当
た
る
）
と
、
高
さ
８
ｍ

を
超
え
る
発
酵
槽
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

畜
舎
特
例
法
の
メ
リ
ッ
ト

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

①
建
築
確
認
が
不
要
に
な

る
。
②
利
用
基
準
を
遵
守
す

る
こ
と
に
よ
り
構
造
等
に
関

す
る
技
術
基
準
の
一
部
が
建

築
基
準
法
よ
り
緩
和
さ
れ
、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
③
一
棟
当
た
り
の
床

面
積
３
０
０
０
㎡
以
下
は
技

術
基
準
の
審
査
等
が
不
要
に

な
る
。
④
工
事
完
了
時
は
届

出
で
済
む
。
⑤
一
定
の
利
用

基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
で
、

建
築
基
準
法
の
防
火
基
準
よ

り
も
緩
和
さ
れ
た
基
準
で
倉

庫
や
車
庫
を
建
て
る
こ
と
が

で
き
る
。
⑥
木
造
の
畜
舎
を

渡
り
廊
下
で
隔
て
、
隔
て
ら

れ
た
畜
舎
の
床
面
積
を
そ
れ

ぞ
れ
３
０
０
０
㎡
以
下
と

し
、
そ
の
畜
舎
同
士
の
間
に

畜
舎
の
高
さ
分
の
距
離
を
確

保
し
、
一
定
の
利
用
基
準
を

遵
守
す
る
こ
と
で
、
合
計
３

０
０
０
㎡
を
超
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

全
開
連
は
２
月
１０
日
、
東

京
・
平
河
町
第
一
生
命
ビ
ル

に
お
い
て
総
務
責
任
者
会
議

を
開
い
た
。
会
員
・
準
会
員

の
総
務
責
任
者
を
参
集
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
役
職

員
ら
３２
名
（
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席
２２

名
）
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
た
め
池
税
理
士

合
同
事
務
所
の
林
正
己
税
理

士
で
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・

２３
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
つ

い
て
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

ま
ず
、
２３
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
も
触
れ
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
で
負
担
増
と
な
る
免

税
事
業
者
な
ど
へ
の
２
つ
の

救
済
措
置
を
紹
介
し
た
。

１
つ
目
は
、
現
在
の
免
税

事
業
者
が
課
税
事
業
者
に
転

換
し
た
場
合
、
転
換
か
ら
３

年
間
は
消
費
税
の
納
税
額
を

売
上
税
額
の
２
割
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
つ
目
は
、
年
間
の
売
上

高
が
１
億
円
以
下
、
ま
た
は

課
税
売
上
高
が
５
千
万
円
以

下
の
事
業
者
に
対
し
て
６
年

間
、
１
万
円
未
満
の
少
額
取

引
に
つ
い
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
せ
ず
帳
簿
の
保
存
の

み
で
仕
入
税
額
控
除
を
認
め

る
と
い
う
も
の
。

ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
で
受

け
取
っ
た
請
求
書
等
に
つ
い

て
プ
リ
ン
ト
し
て
の
保
管
を

禁
止
し
て
い
る
が
、
２
年
間

の
猶
予
措
置
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
税
制
上
の
変

更
点
を
あ
げ
て
、
詳
し
く
説

明
し
た
。

岩
手
県
北
部
の
二
戸
郡
一

戸
町
の
奥
中
山
開
拓
地
は
、

奥
中
山
高
原
ス
キ
ー
場
が
あ

る
西
岳
の
東
麓
に
位
置
す

る
。標

高
は
３
２
７
〜
７
９
３

㍍
で
、
地
層
は
全
域
火
山
灰

土
に
覆
わ
れ
、
さ
ら
に
地
下

水
は
低
く
て
農
業
に
は
適
さ

な
い
土
地
と
さ
れ
て
き
た
。

農
耕
期
間
は
５
月
か
ら
１０
月

の
約
半
年
で
、霜
害
も
多
い
。

戦
時
中
は
陸
軍
の
軍
馬
補

充
部
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

戦
後
に
国
の
緊
急
開
拓
事
業

に
よ
り
、
こ
の
軍
馬
補
充
部

跡
地
約
４
０
０
０
㌶
と
、
周

辺
国
有
林
が
解
放
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

１
９
４
６
（
昭
和
２１
）
年

３
月
に
入
植
し
た
の
は
、
農

業
の
経
験
も
な
い
勤
め
人
、

旧
軍
人
、
中
国
や
樺
太
な
ど

か
ら
の
引
き
揚
げ
者
、
地
元

の
二
、三
男
ら
５
６
７
戸
。

農
業
に
適
さ
な
い
土
地

で
、
農
業
を
や
っ
た
こ
と

が
な
い
人
々
が
作
物
を
作

る
の
は
容
易
で
は
な
く
、

生
活
は
困
窮
を
極
め
た
。

開
墾
補
助
金
な
ど
も
あ
っ

た
が
、
本
来
設
備
投
資
す

る
資
金
が
生
活
費
に
回
る

こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
の
主
な
換
金
作

物
は
、
麻
、
ハ
ッ
カ
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
も
う
ま
く
い
か
ず
、

酪
農
へ
早
く
転
換
し
よ
う
と

努
力
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
４８
年
に
奥

中
山
開
拓
農
業
協
同
組
合
が

発
足
し
、
４９
年
に
既
存
の
農

協
と
合
併
し
て
奥
中
山
開
拓

畜
産
農
業
協
同
組
合
と
な
っ

た
。同

農
協
は
開
拓
振
興
計
画

に
基
づ
い
て
入
植
を
再
検
討

し
、
開
拓
道
路
の
整
備
や
土

地
配
分
の
是
正
を
５９
年
か
ら

実
施
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

草
地
造
成
、
乳
牛
や
大
型
機

械
の
導
入
な
ど
を
行
っ
て
酪

農
へ
の
道
が
開
け
て
き
た
。

酪
農
の
技
術
向
上
に
は
、

地
域
単
位
で
研
修
し
合
う
酪

農
同
志
会
の
活
動
が
大
き
か

っ
た
。
酪
農
家
、
同
志
会
、

農
協
が
一
体
と
な
っ
て
乳
質

改
善
等
に
取
り
組
み
、
成
果

を
上
げ
て
き
た
。

ま
た
、
６８
年
に
農
協
に
野

菜
部
会
が
発
足
し
、レ
タ
ス
、

夏
ダ
イ
コ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
な
ど
高
冷
地
野
菜
の
名
産

地
と
な
っ
て
い
っ
た
。

７６
年
９
月
１
日
に
開
拓
３０

周
年
記
念
式
典
が
奥
中
山
中

学
校
で
開
催
さ
れ
、
「
拓
地

安
民
」
の
碑
（
写
真
）
の
除

幕
式
も
行
わ
れ
た
。

現
在
、
奥
中
山
の
酪
農
家

は
２６
戸
で
、
飼
養
頭
数
は
３

６
０
０
頭
（
う
ち
成
牛
が
２

４
０
０
頭
）
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
ん
延
の
影
響
で
中
止
し
て

い
る
海
外
視
察
研
修
に
代
え

て
、
豪
州
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
）
の
農
畜
産
業
情
報
を
昨

年
１２
月
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
配
信
し
た
。
こ
の
た
び
、

そ
の
内
容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と

め
、
会
員
等
に
配
布
中
で
あ

る
。豪

州
北
東
部
の
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
州
の
３
農
場
（
肉

用
牛
・
野
菜
・
酪
農
）
を
紹

介
し
て
い
る
。

肉
用
牛
で
は
、
１
４
０
０

㌶
の
広
大
な
土
地
で
１
６
０

０
頭
の
肥
育
と
繁
殖
を
行
っ

て
い
る
。
品
種
は
ブ
ラ
ン
ガ

ス
と
ウ
ル
ト
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
ブ

ル
な
ど
。

野
菜
で
は
、
移
住
し
て
き

た
日
本
人
が
０
・
６
㌶
の
畑

で
日
本
野
菜
を
中
心
に
、
有

機
栽
培
を
行
い
販
売
し
て
い

る
。酪

農
で
は
、
３
２
０
㌶
の

土
地
で
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
農
法
と
い
う
方
法
で
飼
養

管
理
し
、
乳
製
品
を
製
造
・

販
売
し
て
い
る
。
品
種
は
ジ

ャ
ー
ジ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ

ス
な
ど
６
０
０
頭
。

問
い
合
わ
せ
は
、
全
国
開

拓
振
興
協
会
ま
で
。

全
開
連
人
事

（
１
月
１６
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
（
事
業
推

進
部
付
・
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ

農
協
出
向
）
小
原
澤
悦
雄
▽

事
業
推
進
部
付
・
ジ
ャ
パ
ン

ビ
ー
フ
農
協
出
向
（
管
理
部

参
与

兼
務

事
業
推
進
部

参
与

兼
務

ジ
ャ
パ
ン
ビ

ー
フ
農
協
出
向
）
吉
川
佐
太

郎

（
２
月
１
日
付
）

▽
参
事

兼
務

北
海
道

支
所
長
・
東
日
本
支
所
長（
北

海
道
支
所
長
・
東
日
本
支
所

長
）
本
多
由
和
▽
管
理
部
付

・
全
国
開
拓
振
興
協
会
出
向

（
参
事

兼
務

食
肉
セ
ン

タ
ー
再
建
対
策
室
室
長
）
臼

井
靖
彦
▽
管
理
部
次
長
（
管

理
部
付
・
全
国
開
拓
振
興
協

会
出
向
）
中
西
正
也
▽
事
業

推
進
部
次
長（
管
理
部
次
長
）

村
上
敦
美
▽
食
肉
セ
ン
タ
ー

再
建
対
策
室
室
長
（
食
肉
セ

ン
タ
ー
再
建
対
策
室
次
長
）

村
松
栄
行
▽
管
理
部
部
長
代

理

兼
務

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー

フ
農
協
出
向
（
管
理
部
部
長

代
理
）
高
田
瞬

（
１
月
３１
日
付
）

退
職

小
原
澤
悦
雄
（
事

業
推
進
部
）

全
国
開
拓
振
興
協
会
人
事

（
２
月
１
日
付
）

全
開
連
復
帰
（
業
務
部
長

兼
務

総
務
部
）
中
西
正

也
▽
業
務
部
長

兼
務

総

務
部
（
全
開
連
管
理
部
付
）

臼
井
靖
彦

特
別
補
て
ん
第
４
四
半
期
も
実
施
へ

岩手県一戸町・奥中山開拓

岸
田

首
相

配
合
飼
料
高
騰
対
策
を
指
示

「拓地安民」

畜
舎
特
例
法
の
対
象
に
保
管
庫
追
加

総
務
責
任
者
会
議
を
開
催

全開連

倉
庫
・
車
庫
・
発
酵
槽
等
の
基
準
緩
和

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
２３
年
度
税
制
改
正
大
綱

豪
州
農
畜
産
業
情
報
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
配
布
中

全
国
開
拓
振
興
協
会
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戦
前
、
山
形
県
北
西
部
の

し
ょ
う
な
い

庄
内
地
域
か
ら
満
州
（
現
・

中
国
東
北
部
）
に
開
拓
に
渡

り
、
戦
後
命
か
ら
が
ら
帰
国

し
再
び
戦
後
開
拓
に
全
身
全

霊
を
込
め
た
開
拓
地
が
あ

る
。
山
形
放
送
が
製
作
し
た

「
庄
内
」
を
題
材
と
し
た
「
三

つ
め
の
庄
内
〜
余
計
者
た
ち

の
夢
の
国
」
が
、
放
送
文
化

の
向
上
に
寄
与
し
た
番
組
を

表
彰
す
る
日
本
民
間
放
送
連

盟
賞
の
２２
年
テ
レ
ビ
・
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。
そ
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

◆
貧
し
さ
か
ら
満
州
の

「
庄
内
」
へ

戦
前
、
農
村
は
不
景
気
と

凶
作
で
疲
弊
し
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
た
。
貧
し
さ

か
ら
、
土
地
の
無
い
二
・
三

男
な
ど
に
満
州
へ
の
渡
航
が

薦
め
ら
れ
た
。

さ
ん
こ
り
ゅ
う

満
州
の
三
股
流
に
、
「
三

股
流
庄
内
郷
開
拓
団
」
と
し

て
８
０
０
人
余
り
が
庄
内
か

ら
渡
っ
た
。

◆
青
森
・
北
海
道
で
第
三

「
庄
内
」
を

旧
ソ
連
の
侵
攻
に
よ
る
悲

惨
を
極
め
た
難
民
生
活
で

は
、
自
決
用
の
毒
薬
も
作
っ

た
。
帰
国
で
き
た
の
は
わ
ず

か
１
６
２
人
。
敗
戦
で
ど
ん

底
の
故
郷
に
戻
る
場
所
は
無

か
っ
た
。
４７
・
４８
年
で
合
わ

せ
て
６６
人
が
青
森
県
上
北
郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村
に
入
植
。「
こ
こ
が

我
々
の
第
三
の
庄
内
に
な
る

ん
だ
」
と
、「
庄
内
開
拓
団
」

と
名
付
け
開
拓
を
始
め
た
。

全
員
が
庄
内
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
た
ち
で
、
手
作
業
で

松
の
木
を
伐
採
し
開
墾
。
食

う
や
食
わ
ず
で
尽
力
し
目
途

が
立
ち
始
め
た
５３
年
６
月
に

遅
霜
で
バ
レ
イ
シ
ョ
、
５４
年

９
月
に
初
霜
で
ダ
イ
ズ
な
ど

が
全
滅
。
翌
年
の
種
も
確
保

で
き
な
か
っ
た
が
、
酪
農
に

活
路
を
見
出
し

た
。満

州
か
ら
帰

国
す
る
人
々
が

帰
れ
る
土
地
を

確
保
す
る
た

め
、
北
海
道
の

サ
ロ
ベ
ツ
原
野

て
し
お
ぐ
ん

の
天
塩
郡
豊
富

町
に
も
入
植
。

て
ん
ぽ
く

「
天
北
庄
内
」

と
名
付
け
、
庄

内
の
人
や
、
ゆ

か
り
の
あ
る
人

た
ち
１
１
６
世

帯
が
入
植
し
た
。
吹
雪
や
水

害
に
苦
し
み
、
現
在
流
れ
て

い
る
川
も
人
の
手
で
掘
っ

た
。
農
業
の
専
門
家
の
助
け

を
得
て
、
酪
農
に
転
換
。
苦

難
を
経
て
、軌
道
に
乗
っ
た
。

◆
酪
農
の
庄
内
を
次
世
代

へ
高
度
成
長
期
に
は
開
発
ラ

ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
、
近
隣
の

上
弥
栄
開
拓
な
ど
、
六
ヶ
所

村
は
８
つ
の
集
落
を
手
放

し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

等
の
開
発
を
受
け
入
れ
た
。

し
か
し
、
庄
内
の
人
々
は

土
地
を
売
ら
な
か
っ
た
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
山
口

な
り
あ
き

成
明
さ
ん
た
ち
は
、
開
拓
農

家
同
士
で
一
致
団
結
し
、
規

模
拡
大
し
酪
農
を
続
け
た
。

庄
内
は
青
森
ト
ッ
プ
の
乳
量

を
生
産
す
る
県
内
有
数
の
酪

農
地
帯
と
な
っ
た
。

豊
富
町
の
天
北
庄
内
も
北

海
道
で
有
数
の
酪
農
地
帯
へ

と
成
長
。
乳
牛
の
体
格
審
査

で
日
本
一
を
獲
得
し
た
佐
藤

道
寛
牧
場
も
、
三
代
に
渡
っ

て
、
今
も
牧
場
を
盛
り
立
て

て
い
る
。

青
森
・
北
海
道
と
も
、
庄

内
の
開
拓
者
が
通
っ
た
学
校

は
「
開
拓
精
神
」
や
「
拓
魂
」

が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
き
た
。

２
道
県
の
「
三
つ
め
の
庄

内
」
の
開
拓
者
の
子
孫
で
あ

る
沢
山
の
家
族
は
、
現
在
も

強
い
団
結
力
で
つ
な
が
っ
て

い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１２
月
２６
日
、

２２
年
の
「
牛
乳
乳
製
品
に
関

す
る
食
生
活
動
向
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
は

２２
年
１０
月
下
旬
。
全
国
の
１５

〜
７９
歳
の
男
女
１
万
１
５
０

０
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
牛

乳
の
１
回
当
た
り
の
購
入
量

は
「
１
㍑
程
度
」
が
前
年
か

ら
増
加
し
て
お
り
、
１
本
当

た
り
の
値
段
は
２
０
０
円
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

□
牛
乳
類
の
購
入
の
頻
度

・
量「牛

乳
類
の
購
入
頻
度（
１

万
人
・
単
数
回
答
）
」
は
、

「
週
１
回
程
度
」
が
２４
・
５

％
（
前
年
調
査
比
１
・
６
㌽

減
）、「
週
２
〜
３
回
」が
１９
・

９
％（
１
・
２
㌽
減
）、「
毎

日
」
が
８
・
４
％
（
０
・
２

㌽
増
）
な
ど
。
購
入
回
数
が

全
体
的
に
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
。

「
１
回
当
た
り
の
購
入
量

（
７
０
９
５
人
・
同
）
」
は

「
１
㍑
程
度
」
が
５７
・
６
％

（
１
・
７
㌽
増
）
と
最
も
多

い
。
２
㍑
以
上
の
ま
と
め
買

い
は
頭
打
ち
で
、
１
㍑
程
度

が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

□
家
計
の
悪
化
と
牛
乳
価

格
、
休
み
の
日
の
意
識

「
家
計
の
悪
化
を
感
じ
る

か
（
全
体
・
同
）
」
は
、
図

の
と
お
り
。
男
女
と
も
３０
代

以
上
で
全
体
の
３
分
の
２
と

悪
化
意
識
が
強
く
、
子
ど
も

が
い
る
世
帯
で
は
７２
・
３
％

が
悪
化
を
感
じ
て
い
る
。

「
牛
乳
類
の
価
格
意
識（
８

３
０
４
人
・
複
数
回
答
）」で

は
、
購
入
し
て
い
る
価
格
帯

は
２
０
０
円
が
１８
・
６
％
、１

９
０
円
が
１４
・
９
％
、１
８
０

円
が
１３
・
４
％
の
順
で
高
い
。

「
給
食
が
無
い
日
や
長
期

休
暇
に
子
ど
も
に
牛
乳
を
飲

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
か
（
１

３
７
６
人
・
単
数
回
答
）
」

は
、
「
と
て
も
思
う
」
「
思

う
」
合
わ
せ
て
、
男
性
は
３０

〜
３４
歳
が
７２
・
５
％
、
女
性

は
５０
〜
５４
歳
で
８３
・
０
％
と

最
も
高
く
、
全
年
齢
層
で
７

割
近
く
に
達
す
る
。

□
酪
農
に
対
す
る
共
感
意

識
「
酪
農
家
へ
の
共
感
意
識

（
１
万
人
・
単
数
回
答
）
」

は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
〜

と
て
も
」
を
合
わ
せ
た
「
感

じ
る
」
が
８１
・
７
％
（
１１
・

８
㌽
増
）
。
「
酪
農
家
の
仕

事
へ
の
印
象（
１
万
人
・
同
）」

で
は
、「
仕
事
が
大
変
」「
乳

牛
を
大
切
に
飼
育
し
て
い

る
」
で
、
「
と
て
も
感
じ
る
」

が
そ
れ
ぞ
れ
５４
・
２
％
（
７

・
７
㌽
増
）、
４２
・
６
％（
８

・
４
㌽
増
）と
な
っ
て
い
る
。

と
も
に
、
印
象
に
関
す
る
き

っ
か
け
は
「
テ
レ
ビ
番
組
や

報
道
」が
飛
び
ぬ
け
て
高
い
。

ま
た
、
「
牛
乳
や
酪
農
家

に
関
す
る
話
題
の
接
触
（
全

体
・
同
）
」
は
、
「
生
乳
廃

棄
の
話
題
」
が
、
「
確
か
に
」

「
な
ん
と
な
く
」
合
わ
せ
て

「
あ
る
」が
７３
・
８
％
、「
飼
料

価
格
高
騰
の
話
題
」
は
７３
・

２
％
で
、と
も
に
高
か
っ
た
。

総
務
省
が
２
月
７
日
に
公
表
し
た

家
計
調
査
に
よ
る
と
、
２２
年
の
食
料

全
体
の
支
出
金
額
（
２
人
以
上
の
世

帯
当
た
り
）は
９８
万
２
６
６
１
円
で
、

前
年
と
比
べ
て
３
・
１
％
増
加
し

た
。
物
価
の
上
昇
が
影
響
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

◆
肉
類
・
牛
乳
・
乳
製
品

豚
肉
で
購
入
金
額
が
１
・
９
％

増
加
。
購
入
数
量
は
全
て
の
区
分

で
減
少
し
た
。
牛
乳
は
０
・
３
％

の
微
増
、
購
入
数
量
は
牛
乳
・
ヨ

ー
グ
ル
ト
・
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
で

減
少
し
て
い
る
。

◆
葉
茎
菜
・
根
菜
・
他
の
野
菜

葉
茎
菜
は
、
ハ
ク
サ
イ
が
７
・

２
％
、
レ
タ
ス
が
２
・
０
％
増
な

ど
、
金
額
が
増
加
。
数
量
で
は
、
ネ

ギ
が
３
・
７
％
増
加
し
て
い
る
。

根
菜
は
、
タ
マ
ネ
ギ
が
２７
・
４
％
、

ダ
イ
コ
ン
が
６
・
０
％
増
な
ど
、
増

え
て
い
る
。
数
量
は
多
く
の
品
目
で

減
少
し
て
い
る
。
他
の
野
菜
は
、
金

額
で
ナ
ス
の
６
・
２
％
減
、
数
量
で

カ
ボ
チ
ャ
が
１０
・
１
％
減
な
ど
、
多

く
の
品
目
で
減
っ
た
。

◆
果
物
・
茶
類

果
物
で
は
、
ナ
シ
が
８
・
５
％
、

モ
モ
が
１５
・
１
％
増
な
ど
、
金
額
が

増
加
。
数
量
は
ス
イ
カ
が
４
・
２
％
、

モ
モ
が
１３
・
０
％
増
な
ど
、増
え
た
。

お
茶
で
は
、
緑
茶
が
７
・
６
％
減

の
一
方
で
、
茶
飲
料
が
１
・
８
％
増

に
増
え
て
い
る
。

「
給
食
の
あ
る
日
」
は
、

平
均
し
て
牛
乳
の
生
産
量
全

体
の
約
２
割
が
学
校
給
食
用

と
し
て
出
荷
さ
れ
る
が
、
休

日
に
は
消
費
が
落
ち
込
み
、

酪
農
家
の
経
営
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
ほ

か
、
子
ど
も

た
ち
の
栄
養

不
足
に
も
つ

な
が
る
。

そ
こ
で
Ｊ

ミ
ル
ク
は
、
「
学
校
給
食
が

な
い
日
も
牛
乳
を
飲
も
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
で
の
牛

乳
消
費
を
促
す
「
♯
土
日
ミ

ル
ク
」
と
い
う
取
り
組
み
を

酪
農
乳
業
関
係
者
及
び
学
校

や
地
域
と
連
携
し
て
行
っ
て

い
く
。

農
水
省
と
共
同
で
行
っ
て

い
る
「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
推
進
し
、
子
ど
も
の
牛
乳

飲
用
を
促
進
す
る
シ
ー
ル
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
酪
農
乳
業

関
係
者
及
び
全
国
の
小
学
校

へ
無
償
提
供
す
る
ほ
か
、
食

育
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
学
校

や
家
庭
で
活
用
で
き
る
食
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
う
し
た
酪
農
乳
業
関
係

者
の
努
力
が
実
り
、
牛
乳
消

費
が
促
進
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

「
茶
育
」新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動

茶
は
中
山
間
地
域
な
ど
の

重
要
な
農
作
物
だ
が
、
若
年

層
を
中
心
に
、
消
費
量
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
農
水
省
が

推
進
し
て
き
た「
茶
育
」で
は

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
り
、
茶
農
家
な
ど
の
新
た

な
参
画
や
、
茶
育
の
認
知
拡

大
な
ど
を
目
指
し
て
い
く
。

「
茶
育
」と
は
、
学
校
教
育

で
茶
を
活
用
し
た
食
育
の
こ

と
。
茶
の
手
も
み
を
体
験
で

き
る
よ
う
茶
農
家
が
学
校
を

訪
問
し
た
り
、
小
中
学
生
に

茶
へ
の
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
す
も
の
。

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
集

期
間
は
、
第
１
回
募
集
が
１

月
１６
日
〜
２
月
２８
日
。
第
１

回
の
応
募
状
況
に
合
わ
せ

て
、
第
２
回
以
降
の
日
程
は

検
討
さ
れ
る
。
日
本
茶
に
つ

い
て
の
各
種
出
前
授
業
の
募

集
や
、
茶
の
植
樹
・
摘
採
な

ど
を
見
学
で
き
る
茶
業
関
係

者
を
募
集
す
る
。

応
募
し
た
茶
業
関
係
者
の

情
報
を
同
省
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
載
せ
、
学
校
関
係
者
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
を
活
用
す

る
。
茶
育
を
行
う
学
校
が
茶

業
関
係
者
に
直
接
連
絡
を
取

る
な
ど
の
方
法
も
取
り
入
れ

る
。

２０２２年 食品への支出金額・購入数量
２１年比
…
９７．８
９２．０
９８．９
９９．０
…
９８．８
…
…
９３．４
９３．２
９４．５
９５．６
９１．２
９０．２
９７．５
１０３．７
９０．５
９２．９
９９．３
９６．８
９０．８
９６．７
８７．３
９５．３
８９．９
９４．１
９８．２
９２．３
９１．９
…
９４．９
８９．１
８６．３
１１０．５
９７．３
１１３．０
１０４．２
９５．８
８７．９
…
９２．４
…

［円、ｇ（牛乳はℓ）、％］ 資料：総務省統計局「家計調査」

購入数量
…

５１，０８９
６，２０２
２２，２９７
１８，１１７
…

７３．３０
…
…
５９７
３，７９９
１６０，３８８
５８，６０２
１７，０１７
２，７３６
８，３６８
４，７９８
５，８３３
５３，６２３
２，５３４
８，３３６
１０，６１７
７，８５４
１４，６１８
４７，５２１
３，６４７
７，４５４
４，３６１
１１，０７７
２，８１５
…

６７，６４８
８，９２４
８，４１３
２，８９２
２，０７０
１，１５８
３，１６８
２，２１２
２，２７７
…
７０１
…

２１年比
９９．９
１００．０
９６．３
１０１．９
１０２．７
９９．２
１００．３
９６．７
９６．８
９１．０
９７．３
９９．６
９９．９
１０３．７
９５．７
１０７．２
９９．８
１０２．０
１０１．９
１０３．０
８９．８
１０６．０
１００．７
１２７．４
９８．０
９７．２
９７．０
９３．８
９９．４
９５．６
９８．５
９８．７
１０１．１
９２．８
１０８．５
９６．６
１１５．１
１１１．５
９９．２
９３．９
９９．０
９２．４
１０１．８

支出金額
９６，６５５
７８，２５９
２２，３５６
３２，４８７
１７，３７２
１８，３９６
１５，００１
２２，５３５
１３，３７７
１，２４０
６，５４４
７０，８４３
２１，５０５
２，７９６
１，９２２
１，２５２
３，２８７
２，５０８
１８，９４１
１，２１０
２，７１６
１，６４９
２，４０８
４，５１８
３０，３９７
１，５１２
３，２３２
２，０１３
７，９１９
２，１８４
４０，０１３
３６，４４５
４，５６９
４，０９４
１，８８１
３，０７３
１，１６３
１，５０８
３，５２３
２，０６６
１３，６８３
３，２６３
８，００１

肉類
生鮮肉
牛肉
豚肉
鶏肉
加工肉
牛乳
乳製品
ヨーグルト
バター
チーズ
生鮮野菜
葉茎菜
キャベツ
ホウレンソウ
ハクサイ
ネギ
レタス
根菜
サツマイモ
ジャガイモ
ダイコン
ニンジン
タマネギ
他の野菜
カボチャ
キュウリ
ナス
トマト
ピーマン
果物
生鮮果物
リンゴ
ミカン
ナシ
ブドウ
モモ
スイカ
イチゴ
キウイフルーツ
茶類
緑茶
茶飲料

Ｊミルク

「「
三三
つつ
めめ
のの
庄庄
内内
〜〜
余余
計計

者者
たた
ちち
のの
夢夢
のの
国国
〜〜
」」

１
回
購
入
量「
１
㍑
程
度
」増
加

２２
年
民
放
連
賞

グ
ラ
ン
プ
リ

牛
乳
類
２００
円
が
最
多

◇

◇

◇

休
日
も
子
ど
も
た
ち
に
牛
乳
を

「
♯
土
日
ミ
ル
ク
」で
飲
用
喚
起

Ｊミルクの資料から

プロジェクトのロゴマーク

茶
飲
料
、購
入
金
額
増
加

総務省

２２
年
家
計
調
査

３０周年記念碑の前で、青森・庄内の開拓農家。石碑には「牛歩確実也」
と刻まれている。 写真提供 : 山形放送
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事業の基本的な考え方

３者にメリットのある取り組み

（農水省の資料から）

肥料原料供給者

肥料製造事業者

肥料利用者

処理コストが必要となる
廃棄物を売れる資源に

時代に即した
新たなビジネスチャンス

安定した価格で肥料調達、
収量・品質向上

・肥料原料として使いやす
い形で供給（高品質化）
→水分調整（乾燥）、
完熟化、ペレット化

・臭気対策
・原料の保管

・農家が使いやすい肥料の
製造（ペレット化、配合）

・広域流通
・臭気対策
・原料の保管

・施肥体系の転換
　（実証、施肥基準の
見直し）

・散布体制づくり
・肥料の保管

現在、生産資材やエネルギーのコス
トが上昇している。
茨城県農業総合センター鹿島地帯特
産指導所（神栖市）は、施設ピーマン
の加温半促成栽培で、環境制御技術に
より、収量と所得が向上することを試
験で明らかにした。
〈試験方法〉
試験は１９年１２月～２０年６月に同所内
の鉄骨硬質フィルムハウス２a（間口
８．１ｍ・長さ２４ｍ・高さ４．５ｍ）で実施し
た。ピーマンの供試品種は「みおぎ」
を用いて、１９年１２月２３日に定植した。
栽植は、１つのプランター当たり１株、
株間６０㎝、条間１４０㎝で栽培した。
環境制御区は、炭酸ガス施用・ミス
ト噴霧・変夜温管理の３技術を組み合
わせた。ハウス内の気温は、４段サー
モを用いて日没後６時間は１８℃、日没
６時間後～日の出４時間前までの夜温
を１５℃、日の出前４時間は１８℃で設定
し、加温機（重油燃焼式ボイラー、有

効発熱量４４，０００kcal/h、燃料消費量
５．７L/h）を稼働した。加温期間は１２月
下旬（定植後）～４月中旬で、変夜温
管理は１月下旬から始めた。
炭酸ガスは灯油燃焼式とし、群落上
に設置したダクト（折径３０㎝）に３５～
５０㎝間隔で穴を開けて施用した。施用
時間は８～１０時まで、施用濃度の上限
は１，０５０ppmとし、施用期間は１月末
～６月中旬までとした。
ミストは、粒形１２．２㎛・吐出量０．３７ℓ
／ａ／分のノズルを用いて、日中飽差
３～６g/㎥を目標として３分ごとに

１分間噴霧した。ノズルはハウス中央
部の地上２ｍの高さに２．５ｍ間隔で２
列設置（ノズル８個／列）した。株の
ぬ

濡れを避けるため、通路部分に噴霧す
るよう角度を調整した。８～１６時まで
湿度６５％を維持するように噴霧を行
い、期間は１月末～６月中旬とした。
慣行区は炭酸ガス施用及びミスト噴
霧を行わず、夜温管理は１８℃で一定に
なるよう設定した。
〈結果〉
環境制御により、慣行区と比べて可
販果数が増加し、可販収量が３５％増加
した。また、変夜温管理を行うことで
慣行区に比べ重油消費量は約１０％削減
された。環境制御に係る経費は、２２年
現在の単価で試算すると、１２万８７４３円

増えるが、収量増加による収益の増加
は２０万４３２９円となり、所得は７万５５８６
円増加した（表）。これらにより、炭
酸ガス発生装置やミスト噴霧器の導入
コストを上回る所得向上効果を得られ
ることが明らかとなった。
同所は、産地などによって炭酸ガス
濃度や温度管理など違いはあるが、近
い条件であれば他の地域でも同様に栽
培ができるとしている。
一方、留意点として、経済性評価は
ハウス規模２ａにおける試算であり、
導入にはハウス規模に応じた機器選定
と経費を見込む必要があることを挙げ
ている。また、変夜温管理の導入は、
炭酸ガス施用などにより草勢・収量の
安定した条件下で行う必要がある。

（一社）日本植物防疫協会は１月１７
日、都内でシンポジウム「農業生産現
場が直面する病害虫防除の課題を考え
る」を開催した。全国から植物防疫関
係者などが参加。生産者や行政担当者
などから、病害虫防除をとりまく現場
の課題が提起された。
生産現場が抱えている課題として、
果樹経営の登壇者は、「幅広く効く殺
虫剤が製造中止になったケースが多々
ある。代わりに、選択制の薬剤が多く

なっているため、複数の殺虫剤を混ぜ
た混用散布が増えている」と語った。
また、茨城県鹿行農林事務所経営・普
及部門の高木素紀氏は、「担当してい
る鹿嶋市・神栖市の施設ピーマンが周
年栽培のため、連作に起因する病害虫
の問題が大きい」と指摘。同地域は部
会組織以外の生産組織や個人による出
荷が多いため、連作をやめるという判
断が難しいと語った。
情報の共有と連携について、農薬メ

ーカー等の登壇者から、生産者が動画
サイトやＳＮＳなどで農薬の使い方な
どを情報発信しているが、誤った情報
もあり、これらに対応する必要性を訴
えた。
高木氏は、コロナ禍によって生産者
からの要請が少なくなったため、若手
普及員が現場経験を積めていない現状
を説明。普及センターとして、他機関

とさらに連携したい考えだ。農
水省農産局園芸作物課の今野聡
氏は、カンキツなどで問題とな
る黒点病を例に挙げ、味や質に
問題のない病害虫に対しては、
農薬散布をやめられないのかと
いう意見を述べた。

また、会場の参加者からは、病害虫
発生速報のシステム構築を進める必要
性や、誤ったまま発信されている情報
に対し農水省など関係機関は対応すべ
きという指摘があった。
今後、情報の共有と連携について、

か じ

誰が舵を取って物事を進めていくのか
という議論が必要だという課題が共有
され、幕を閉じた。

農水省は１月下旬、全国８つのブロ
ックで、２２年度第２次補正予算の「国
内肥料資源利用拡大対策事業」に関す
る説明会をWeb会議で開催した。
同事業は、肥料の原料供給者・製造
事業者・利用者の３者が連携した取り
組みを支援するもの。海外からの輸入
原料に依存した肥料から、国内資源（畜
産業由来の堆肥や下水汚泥資源など）
を活用した肥料への転換を進めるた
め、「農家が使いやすい肥料」づくり
を後押しするのが目的。ここでは、３
者のうち、耕種農家など肥料利用者向

けの支援について紹介する。
支援の対象は、国内資源由来肥料の
効果の検証に取り組む農業従事者が５
人以上参加し、組織運営に関する規定
が定められている農協
・団体など。
内容は、①国内資源
由来肥料を用いた栽培
実証及び土壌分析②事
業の効率的な取り組み
に必要な調査③取り組
み拡大のための情報発
信④分析・散布等に必

要な機械の導入⑤肥料の流通保管施
設等の整備、などの取り組みに対し
て補助金が交付される。
なお、同事業の事業実施主体の公
募（２回目）が２月１日から開始さ
れており、２８日まで受け付けている。
不明な点は農水省、または各地方農
政局まで問い合わせのこと。

農水省が１月２５日に公表した「２２年
産モモ・スモモの結果樹面積、収穫量
及び出荷量」によると、モモの収穫量
は前年産から増加傾向となった。
モモの収穫量は１１万６９００ｔで、前年
産と比べ９６００ｔ（９％）増。出荷量は
１０万８２００ｔで、８６００ｔ（９％）増加した。
都道府県別の収穫量割合は、山梨３１％、
福島２４％、長野１０％の順。
１０ａ当たり収量は１２６０㎏で、前年産
を１０％上回った。福島県で天候に恵ま
れ、順調に生育したことなどによる。
なお、収穫量割合は上位３県で全体の
６割以上を占めている。

環境制御による所得向上効果（加温半促成）【２２年単価での試算】

試験区
収益１）

（円/２a）
（x）

コスト合計２）

（円/２a）
（y）

コスト内訳（円/２a）
所得

（円/２a）
（x-y）

導入コスト３） ランニングコスト４）

雇用
労働費５）

（減価償却費） 電気代 灯油代 重油代

環境制御（A） ７８９，０８２ ４７３，５７５ ９９，６６６ １５，０８５ ３４，４９７ ３１０，０２０ １４，３０７ ３１５，５０７

慣行（B） ５８４，７５３ ３４４，８３２ ０ ０ ０ ３４４，８３２ ０ ２３９，９２１

増減（A－B） ２０４，３２９ １２８，７４３ ９９，６６６ １５，０８５ ３４，４９７ －３４，８１２ １４，３０７ ７５，５８６

注）加温半促成試験期間 :２０１９年１２月２３日（定植）～２０２０年６月２６日（終了）。
１）収益＝売上－出荷経費。販売単価 :加温半促成５１３円/kg、出荷経費 :８９．９円/kg で算出。
２）環境制御に係る費用＋雇用労働費
３）炭酸ガス発生機とミスト発生器の導入コスト。償却期間７年でコストを算出。
４）電気代 :従量電灯B・３０A、灯油 :１１９．９円/L、重油 :９６．７円/Lで算出。
５）環境制御により増加した収量分の収穫作業は雇用でまかなうこととし、１kgあたりの収穫時間を１．７８分（所内調査）、時
給を１，０００円として算出。

施設ピーマン 環境制御で収量・所得増
加温半促成栽培で加温半促成栽培で

ミスト噴霧の様子

写真提供：茨城県農業総合センター鹿島地帯特産指導所

情報の共有・連携が課題に
病害虫防除のシンポジウム

２２年産モモ 出荷量９％増国内肥料資源利用拡大対策
福島の好天などで

耕種農家等の取り組みを支援
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酪農家の置かれている状況はかつて
ないほどに苦しく、牛乳の消費拡大が
大きな課題となっている。
苦境に在っても牛乳消費の促進に尽
力する、鳥取県の戦後開拓酪農家で、
１１年に県内初の酪農教育ファーム認証
牧場に認証された「ファーム山下」を
紹介する。
○牧場の歴史○

さ い は く ぐ ん

ファーム山下は鳥取県西部の西伯郡
だ い せ んちょう しょう た と し

大山町にある。正太さん（６２歳）・敏
こ

子さん（６７歳）夫妻が主力となり、２
だ い す け

人の子息、長男・大介さん（４０歳）、
ゆ う じ

二男・祐次さん（３６歳）と協力して営
農を行っている。大介さん夫妻と子ど
もたちを合わせた７人家族と一緒に正
太さん・敏子さん夫妻は賑やかに暮ら
している。祐次さんは独立し、通いで

営農を行っている。
牧場の歴史の始まりは、正太さんの

た か は る

父・高春さんが、同町の当時の戦後開
だ い と

拓地「大都開拓」に入植したことによ
う た ろ う

る。正太さんの祖父・宇太郎さんが、
お ん ど ちょう

広島の音戸町（現・呉市）から、戦争
の激化に伴い、韓国の釜山の近くであ

け いしょうな ん ど う

る慶尚南道に入植。現地の人々と良好
な人間関係を築いていたため、日本へ
の避難を助けてもらうことができ、高
春さんを含めた１２人の兄弟姉妹は皆、
順々に全国に分散して帰国・入植。そ
の中で、高春さんは４６（昭和２１）年、
１９歳の時に、宇太郎さんや兄弟姉妹が
いることから、鳥取県へ入植した。高
春さんは紳士服の仕立て屋に勤務して
いたが、生活が苦しく、兄弟姉妹の「牛
飼いはなかなか儲かるよ」という言葉
に決心し、６３（昭和３８）年頃に北海道
から２頭の乳牛を導入。現在のファー
ム山下の歴史が始まった。
○数々の賞も受賞○
現在は、搾乳牛４１頭、育成牛１６頭、
採卵のための黒毛和種４頭を飼育。草
地では、春はイタリアンライグラス、秋

はデントコーンを栽培している。全
体では１２ha の草地を管理している。
同県のブランド「白バラ牛乳」で

１９年から始まった認証制度を利用
し、毎年認証牧場に認証されている。
２１年の中国地区良質生乳出荷者表彰
で優良乳質出荷者に選定されるな
ど、乳質に高い評価を受けている。
敏子さんは牧場の認証と同時に、
酪農教育ファームファシリテーター
の認証も受けている。酪農教育ファ
ームとしての活動の他に、牛乳のさら
なる消費拡大のため、敏子さんは「乳
和食ひろめ隊」に参加。試食会の開催
など、積極的に活動している。また、
コロナ禍に入ってからも、修学旅行の
受け入れ、小学校へ出前授業に行くな
ど、子どもたちに牛乳に親しみを持っ
てもらうための努力を続けてきた。
日々の営農で気を付けているのは、
牛にエサを与えた時に「皆が口を動か
すこと」。食べられない牛がいればす
ぐに体調を確認し、食事の時の様子を
よく観察するよう、４０年間の営農生活
でずっと心がけている。
ファーム山下の今後の目標は、現状
をきちんと維持していくこと。牛の頭
数も畑の大きさも、取り組みやすい現
在の規模を守っていきたいという。ま
た、黒毛のＥＴ（受精卵移植）で増頭

をし、子牛の販売で、副収入も継続し
て得ていきたい意向。
敏子さんは、「口蹄疫の時なども苦
しかったが、こんなに先の見えない苦
しい時はなかった」と心境を語ってく
れた。配合飼料があまりに高すぎてコ
ストが回収できず毎日頭を抱えている
が、「牛乳はこんなに栄養があるもの
なのか」と消費者に常に頭に置いてお
いてもらえるよう、チーズづくり体験
など、日々できることを続けている。
地道な取り組みを続ければきっと消費
が活気づくと信じて頑張り、酪農の窮
状もチャンスがあれば引き続き訴え、
牛乳のアピールを続けていきたい、と
切なる思いを訴えかけた。
２人の頼もしい後継者とともに、山
下夫妻の逆境に立ち向かう静かな闘い
は今日も続く。

豚熱などの疾病を持ち込まないため
には、踏み込み消毒槽が確実に機能す
ることが重要となる。冬場は消毒液の
効果の低下や、凍結の恐れがあるため、
防止策を確認したい。
逆性石けんは、消石灰を混ぜて使う
ことにより、消毒液がアルカリ性にな
って効果が増す。消石灰は気温の影響
を受けにくいため、組み合わせて使え
る消毒薬と積極的に併用する。

マイナス５℃程度までならば、塩素
系消毒薬やオルソ材（複合製剤）は単
体でも効果がある。マイナス１０～１５℃
では、塩素系消毒薬＋塩化カルシウム
などの融雪剤の組み合わせが有効。マ
イナス２５℃以降の冷え込みの時には、
塩素系消毒薬＋不凍剤（保湿剤などに
使われている「プロピレングリコール」
や、ホルマリンの原料になっている「メ
タノール」）の組み合わせが有効。不

凍剤が手元に無い場合、車のウインド
ウォッシャー液で代用することができ
るが、引火性があるため、取り扱いに
は十分注意する。
消毒薬は、作り置きはせず、なるべ
く使う直前に温湯（３５～４０℃程度）で作
ることが重要。
新型コロナウイルス感染症の感染症
法での５類への移行（５月予定）によ

り、海外からの
渡航者の増加が
予想される。冬
場の寒い環境で
も着実に消毒
し、人が畜舎に
病原体を持ち込
まないことを徹
底したい。

（一社）酪農ヘルパー全国協会は１２
月１日、２２年の「酪農ヘルパーの利用
実態（速報）」の調査結果を取りまと
めた。ヘルパー要員数は前回調査から
引き続き減少しており、担い手の少な
さが問題となっている。
２２年８月１日現在の酪農ヘルパー要
員は全国で１５６９人（前年比８６人減）だ
った。そのうち、専任ヘルパーは９５２人
（２１人減）、臨時ヘルパーは６１７人（６５
人減）となっている。女性の専任ヘル
パーは１３９人（５人減）で、北海道は７３
人（３人増）、都府県は６６人（８人減）

だった。
全国の利用組合数は２７３組合（北海
道８６組合、都府県１８７組合）で、前年
と同じだった。利用組合参加戸数は
北海道が１５１戸減、都府県が２７８戸減
で９５８４戸（１利用組合当たり３５．６戸）
となっている。
２１年度の利用農家１戸当たりの年
間利用日数は全国平均で２４．１３日
（０．４６日増）。北海道が２４．０３日（０．４６
日増）、都府県が２４．２２日（０．４６日増）
利用している。
年間１２日以上利用した農家は、利
用農家全体のうち６７．３％（０．４％
増）。そのうち、北海道は６０．０％（前
年同率）、都府県は７３．３％（０．８％増）
となっている。

メタンは二酸化炭
素と同様に地球温暖
化を進める物質で、
排出の削減が望まれ
ている。農研機構は
飼料を工夫し、乳牛
が第一胃の生成菌の
活動により産出して
いるメタンを削減する方法を、開発に
向けて研究している。農水省が昨年１１
月に公表した「みどりの食料システム
戦略」技術カタログ（第２版）で紹介
されている。
エネルギーの補給や繁殖成績の改善
のためにすでに広く普及している「脂
肪酸カルシウム」は、メタン産生抑制
効果が期待できる。同機構では給与期
間や給与量が酪農家の収益性に与える

影響を調査するとともに、搾乳ロボッ
トなどを使った次世代の酪農にも適し
た給与方法も研究している。
また、このほかに、メタン生成によ
るエネルギーロスを減らし、飼料利用
率の向上による生産性の向上も期待で
きるとみられている。開発スケジュー
ルとしては、今後５年以内に試験を完
了し、給与技術を確立することを目指
している。

牛舎と、ラップサイロで作った牛のモニ
ュメントをバックに（山下夫妻と、㊧二
男 :祐次さん、㊨長男 :大介さん）

写真提供 : 山下敏子さん

農研機構の資料から

ファーム山下（鳥
取）消費者の理解促進に尽力

県内初の酪農教育ファーム認証

踏み込み消毒槽の凍結防止を
消石灰、融雪剤など有効活用

写真提供 : 全開連

乳
牛脂肪酸カルシウムでメタン削減
「みどりの食料システム」カタログ公開

酪農ヘルパー要員減少続く
２２年利用実態調査
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和牛の収益性向上のためには、枝肉
重量を増加させることが重要となる。
福岡県農林業総合試験場畜産部（筑紫
野市）は、先行試験で強化哺育後に粗
飼料を多給し育成した黒毛和種高能力
肥育牛は、肥育成績が向上することを
明らかにしている。今般、同部は育成
期～肥育前期のバイパスアミノ酸給与
が発育及び枝肉成績に与える影響を試
験で明らかにした。
試験方法
黒毛和種雄子牛を９頭供試し、同場の

肉牛舎で試験を行った。飼料給与方法
は、以下のとおり。
①哺育期（０～３ヵ月齢）：可消化養
分総量（以下、TDN）１０６％、粗たん
ぱく質（以下、CP）２８％の代用乳を最
大１．２㎏／日給与する強化哺育、②育成
期（～９ヵ月齢）：育成配合飼料を最
大４．１㎏／日給与し、粗飼料を最大６０％
給与する粗飼料多給、③肥育前期（～
１３ヵ月齢）：TDN７１．９％、CP１２．９％の
自家配合飼料を最大７㎏／日まで漸増
給与し、粗飼料給与率を３０％程度まで

漸減、④肥育中期（～
２１ヵ月齢）：TDN
７３．４％、CP１１．６％の自
家配合飼料を最大１０．８
㎏／日給与、⑤肥育後
期（～２７ヵ月齢）：自
家配合飼料を最大１１㎏
／日給与とした。
試験区分は、６～１３

ヵ月齢にバイパスアミノ酸飼料を１２５
ｇ／日（メチオニン２５ｇ、リジン７０ｇ
含む）給与する「給与区」に４頭、脱
脂大豆粕を１２０ｇ／日給与する「慣行
区」に５頭とした。
結果
哺育期の日増体量は、給与区が１．０㎏
／日、慣行区が０．９㎏／日で、両区の発
育状況及び飼料摂取状況に有意差はな
かった。
育成期の給与区は、慣行区に比べ日
増体量が有意に多く、終了時体重が
３１．７㎏重かった（図）。給与区の飼料
・乾物・ＴＤＮ摂取量は、慣行区より
有意に多かった。
肥育前期終了時体重は給与区が４０．３
㎏重く、胸囲・腹囲も有意に大きかっ
た。粗飼料摂取量も、有意に多かった。
肥育中期終了時体重は慣行区より５５．７

㎏重かったが、有意差はなかった。日
増体量、飼料・栄養摂取量でも有意差
はなかった。
肥育後期終了時体重は給与区が９１．７
㎏重く、胸囲・腹囲も給与区が有意に
大きかった。日増体量は、給与区が０．１９
㎏／日大きかったが、有意差はなかっ
た。飼料・乾物・栄養摂取量も両区に
有意差は認められなかった。
と畜前体重は給与区が８３㎏重かっ

た。枝肉重量は、給与区が４９．６㎏大き
い傾向（表、「†」）となった。
同部は、バイパスアミノ酸給与期間
中における牛１頭当たりの飼料費は、
無給与牛に比べ８万６６３２円増加する
が、枝肉単価が２４７８円／㎏（２０年度福
岡食肉市場Ａ４枝肉平均単価）の場合、
枝肉重量が３５㎏以上増加すれば増加額
が吸収できるとしている。

（公社）日本食肉格付協会は２２年（１
～１２月）の牛・豚枝肉格付結果を公表
した。牛全体の格付頭数は前年と同じ
く増加となった。
交雑種去勢の肉質３等級以上の比率
は前年に続き７０％を超え、和牛去勢の
Ａ５比率は前年に比べ大きく上昇し
た。両品種ともに肉質等級の向上が確
認できる。
牛全体の格付頭数は９１万１９５７頭で、
前年より２．０％（１万７７５４頭）増加した。
内訳をみると、交雑種（雌雄含む）が
８．５％増、和牛（同）が１．４％増、乳用
種（同）は３．１％減。和牛の増加傾向、

乳用種の減少傾向が継続し、交雑種は
前年より大きく増加した。
主な品種の性別の格付結果をみる

と、交雑種去勢の格付頭数は前年比
９．１％増の１２万４４５２頭で、肉質３等級以
上比率は１．４㌽増の７１．５％だった。うち
３等級は０．５㌽減の４７．７％、４等級以上
は１．８㌽増の２３．８％。歩留まりは、Ａ等
級が０．２㌽減の１０．４％、Ｂ等級が０．９㌽
減の７２．７％とそれぞれ減少し、Ｃ等級
が１．１㌽増の１７．０％と増加した。
交雑種雌の格付頭数は７．８％増の１１

万１９４．５頭で、３等級以上比率は２．２㌽
増の６８．６％だった。うち３等級は０．９㌽

減の４４．４％、４等級
以上は３．０㌽増の
２４．１％。歩留まりは、
Ａ等級が１．９㌽増の
１７．１％と増え、Ｂ等
級 は １．９ ㌽ 減 の
６８．８％、Ｃ等級は同
率の１４．１％となっ
た。
和牛去勢の格付頭
数は０．７％増の２６万
３８４６．５頭、和牛雌は
２．３％増の２０万７５２７
頭だった。和牛去勢
の４等級以上比率は
２．１㌽増の８９．９％で、
うち４等級は４．３㌽
減の２９．６％、５等級は６．４㌽増の６０．３％
だった。５等級の増加傾向が続いてい
る。歩留まりは、Ａ等級が０．８㌽増の
９６．３％で、Ｂ等級は０．７㌽減の３．５％と
なった。
酪農家での性選別精液（乳雌）の利

用割合の増加などに伴い、乳用雄子牛
の出生頭数は減少傾向にある。乳牛去
勢肥育牛の出荷頭数が減り、２２年の格
付頭数は８．６％減の１３万６４５４頭だった。
３等級以上比率は前年より０．２㌽増の
２．８％となった。（一社）日本家畜人工授精師協会は

１月３１日、２２年第３四半期（７～９月
期）の「乳用牛への黒毛和種の交配状
況（速報）」を公表した。黒毛和種の
交配割合の全国平均は４３．０％（前期比
２．９㌽増、前年同期比４．７㌽増）となっ
た。北海道の増加傾向が継続し、全国
平均を押し上げている。
北海道で３０．５％（前期比１．５㌽増、前
年同期比５．４㌽増）、都府県では５９．０％
（５．０㌽増、４．２㌽増）だった。北海道
は５期連続で上昇した。
都府県の黒毛和種の交配割合を地域
別にみると、関東５９．９％（前期比４．３㌽

増、前年同期比５．３㌽増）、東北４３．０％
（１．５㌽増、４．２㌽増）など。東海と
中四国を除く５地域で前期比、前年
同期比ともに上回っている。
延べ人工授精頭数をみると、北海
道で２３万５５７頭（前期比１．１％減、前年
同期比１０．１％減）、都府県で３万６８６３
頭（１５．２％減、１４．９％減）となってい
る。
なお、性選別精液（乳用雌）の利
用割合（全国平均）は１８．２％（前期
比０．２㌽減、前年度期比０．７㌽減）と、
減少が続いている。
黒毛和種の交配割合及び性選別精
液の利用割合から、乳用雄子牛の出
生頭数の減少傾向が継続すると見込
まれる。

牛のげっぷに由来するメタンの排出
を削減するために、研究や新たな飼料
添加物の開発、育種改良などの取り組
みが進められている。しかし、牛が排
出するメタンを正確に測定するために
は大がかりな設備が必要となる。
そこで、北里大学獣医学部動物飼育
管理学研究室と同大学発ベンチャー企
業は、生産現場でメタンと二酸化炭素

の濃度を同時に測定できる簡易モニタ
リングシステムを開発した。
昨年７月に同企業より発売された簡
易メタンガスモニタリングシステムに
二酸化炭素ガスセンサーの機能を付加
したもの。センサー、ケーブルと専用
のアプリでできており、パソコンでア
プリを起動して両ガス濃度を同時にモ
ニタリングできるようにした。
なお現在、同システムを用いた現地
試験を、ゆうき青森農協組合員の協力
のもと、行っているところである。

２０２２年１～１２月 牛枝肉格付結果
（％、頭）

歩留
等級

肉質等級
格付頭数

５ ４ ３ ２ １ 計

交
雑
去
勢

２２年

Ａ ０．９ ４．６ ３．９ １．０ － １０．４ １２，８９４．０
Ｂ ０．９ １５．７ ３６．０ ２０．１ ０．０ ７２．７ ９０，４４５．０
Ｃ ０．０ １．７ ７．９ ７．１ ０．３ １７．０ ２１，１１３．０
計 １．８ ２２．０ ４７．８ ２８．２ ０．３１００．０ １２４，４５２．０

２１年

Ａ ０．７ ４．５ ４．２ １．１ － １０．６ １２，０３５．０
Ｂ ０．７ １４．７ ３６．８ ２１．３ ０．０ ７３．６ ８３，９０１．０
Ｃ ０．０ １．４ ７．１ ７．０ ０．３ １５．９ １８，１２６．０
計 １．４ ２０．６ ４８．１ ２９．４ ０．３１００．０ １１４，０６２．０

和
牛
去
勢

２２年

Ａ ５９．７ ２８．２ ７．２ １．１ ０．０ ９６．３ ２５３，９６８．０
Ｂ ０．６ １．４ ０．９ ０．６ ０．０ ３．５ ９，２６５．０
Ｃ ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．１ ０．２ ６１３．５
計 ６０．３ ２９．６ ８．１ １．８ ０．１１００．０ ２６３，８４６．５

２１年

Ａ ５３．３ ３２．３ ８．７ １．４ ０．０ ９５．５ ２５０，３２２．０
Ｂ ０．６ １．７ １．２ ０．７ ０．０ ４．２ １０，９３６．５
Ｃ ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７４３．０
計 ５３．９ ３４．０ ９．９ ２．２ ０．２１００．０ ２６２，００１．５

バイパスアミノ酸給与が肥育牛の枝肉成績に及ぼす影響（２０１８～２１年）
バイパス
アミノ酸

枝肉重量
（kg）

ロース芯
面積（㎠）

バラの厚さ
（cm）

歩留まり
基準値

牛脂肪交雑
基準値（BMS） 格付け等級

給与 ５２８．３±４０．７ ５８．０±９．７６ ８．３０±１．２７ ７３．８±２．０５ ６．２５±１．５０ Ａ４：２頭 Ｂ４：１頭
Ａ３：１頭

無給与 ４７８．７±３２．１ ５２．４±３．８５ ７．５６±０．６７ ７３．１±１．１８ ７．００±１．５８ Ａ５：１頭 Ｂ５：１頭
Ａ４：３頭

有意差 † NS NS NS NS
注）枝肉重量は福岡食肉市場測定、その他は日本食肉格付協会格付

図・表ともに福岡県農林業総合試験場畜産部の資料から

黒毛
去勢６～１３ヵ月齢にバイパスアミノ酸給与

枝肉重量、大きい傾向に枝肉重量、大きい傾向に

２２年格付結果 交雑去勢・雌肉質等級向上
格付頭数も大幅増加

乳用牛への黒毛和種交配４３％に上昇
性選別利用割合は微減

メタン・二酸化炭素濃度を同時測定
簡易システム開発
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

全品種で出荷頭
数増加し、弱も
ちあいの展開か

１月は、閑散期に入ったことや、消
費者の節約志向の高まりから、牛肉の
需要は減退した。相場は、荷動きが鈍
い和牛が軟調な展開になったほか、交
雑種も弱もちあいで推移した。
【乳去勢】１月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９６７円（前年同月比９４％）
となり、前月に比べ６２円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の乳用種（雌含む）の全国出
荷頭数は２万５４００頭（１０１％）で前年同
月をやや上回ると見込んでいる。
【Ｆ₁去勢】１月の東京市場の交雑種

（Ｆ₁）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１４８７円（前年同月比１０１％）、Ｂ２
は１３００円（９９％）だった。前月に比べ、
Ｂ３は９６円下げ、Ｂ２は３５円上げた。
同機構は２月の交雑種の全国出荷頭
数を２万９００頭（１１８％）と、引き続き
前年同月を大きく上回ると予測してい
る。
【和去勢】１月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３０６
円（前年同月比９８％）、Ａ３は２１０３円
（９８％）だった。前月に比べ、Ａ４は
９３円下げ、Ａ３は３２円上げた。
同機構は２月の和牛の全国出荷頭数
を３万５７００頭（１０６％）と、増加に転じ
ると見込んでいる。牛全体の出荷頭数
は８万３４００頭（１０７％）で前年同月をか

なりの程度上回ると予測している。
【輸入量】同機構は２月の輸入量を
総量で３万４９００ｔ（前年同月比９２％）
と予測。内訳は冷蔵品１万５千ｔ
（９１％）、冷凍品１万９９００ｔ（９３％）。

冷蔵品は、国内需要の低下
や為替の影響等により、前
年同月をかなりの程度下回
る見込み。冷凍品は、冷蔵
品と同様の理由で、前年同
月をかなりの程度下回ると
予測している。冷蔵品、冷
凍品ともに減少基調が続い
ている。
今年も、数多くの食料品
の値上げが予定されてい
る。消費者の節約志向が継
続すると見込まれる。一方、
新型コロナウイルス感染症
の水際対策の緩和で、訪日

外国人客が増えている。政府の「全国
旅行支援」が再開されたこともあり、
外食・観光需要の回復に期待したい。
輸入量は減少しているものの、出荷
頭数は全品種で増加すると予測されて
いる。時期的に大幅な需要増加は見込
めないことから、各品種の相場は弱も
ちあいの展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９５０～
１０００円、Ｆ₁去勢Ｂ３が１４００～１５００円、
Ｂ２は１２００～１３００円、和牛去勢Ａ４が
２３００～２４００円、Ａ３は２０００～２１００円で
の相場展開か。

閑散期も安定し
た需要に支えら
れ、もちあいか

１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５３０円（前年同月比
１０５％）、中物は５０６円（１１０％）となっ
た。前月に比べそれぞれ３５円、４８円下
げた。年明けは出荷頭数が多く、上物
は４００円台前半まで下がったが、下旬に
は６００円台前半に上伸した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、２月は１３２万３千頭（前年同月比
９９％、平年比１００％）、３月は１４５万１千
頭（９７％、１０１％）と前年を下回って推
移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の輸入量は総量で７万１５００ｔ
（前年同月比１００％）の見込み。内訳は、

冷蔵品３万２１００ｔ（９１％）、冷凍品３
万９４００ｔ（１０７％）。冷蔵品は、為替の
影響や北米の現地価格の高止まり等に
より、前年同月をかなりの程度下回る
見込み。冷凍品は、スペイン産の安定
的な輸入が見込まれること等から、前
年同月をかなりの程度上回ると予測し
ている。
閑散期だが、消費者の節約志向から、
豚肉の需要は底堅い。また、厳しい寒
さで鍋物需要が継続する見込み。出荷
頭数が前年を下回って推移すると予測
されている中、量販店等の安定した需
要に支えられ、相場はもちあいで推移
すると予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５８０～６００円、
中物は５４０～５６０円での相場展開か。

乳素牛はもちあ
い、ｽﾓｰﾙ・和子牛
は弱もちあいか

【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が２万３７１１円（前年同
月比２８％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万９２３１
円（５３％）となった。前月に比べ、乳
雄は７５０円の上げでほぼ横ばい、Ｆ₁は
７０６６円の下げだった。Ｆ₁は、関東地区
などで下げの相場展開となった。
生産資材の高騰が長期化しているこ
と等により、両品種とも弱もちあいで
推移か。
【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１４万３２２７円（前年同月比６２％）、Ｆ₁去
勢は３８万２８５５円（９６％）だった。前月に
比べ、乳去勢は３１５２円下げ、Ｆ₁去勢は
１万５８２円上げた。Ｆ₁去勢は、北海道で
強含みの相場展開となった。
両品種の枝肉価格は前年並みで推移
しており、素牛価格はもちあいの展開
が予想される。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６７万８４８５円（前年同月比８６％）となっ
た。前月に比べ１万６９４４円下げた。特
に近畿以西の地区で、取り引きが低調
だった。
和子牛の需要期が過ぎたことや、物
価高による節約志向で和牛肉の消費が
鈍いことから、子牛価格は弱もちあい
で推移すると予想される。

農水省が毎月公表している食品価
格動向調査結果（食肉・鶏卵）によ
ると、牛肉など調査対象５品目の２２
年１～１２月の小売価格は上昇傾向で
推移した。２３年１月の価格（表）も、
前月比で＋０～＋３％の範囲内とな
っており、平年（過去５ヵ年平均）
比では５品目とも上回っている。
同省は毎月１回、各都道府県１０店
舗の量販店（全国４７０店舗）を調査。
対象品目は、国産牛肉、豚肉など食
肉４品目と鶏卵。特売価格等は調査
から除外し、全調査店舗の単純平均
価格（税込み）を公表している。
２２年の月別価格の単純平均を算出

すると、国産牛肉（冷蔵ロース）は１００
ｇ当たり８３９円（前年比１０２％）、輸入
牛肉（同）は同３２６円（１１２％）、豚肉
（ロース）は同２６３円（１０１％）、鶏肉
（もも肉）は同１２８円（１０２％）、鶏卵
は１パック（サイズ混合・１０個入り）
当たり２２１円（１０３％）となった。
輸入牛肉は豪州及び米国の現地価格
の高騰などで、年初から価格が上昇。
品不足から、乳牛去勢など国産牛肉の
引き合いが強まった。豚肉は８月以降、
前年を上回って推移した。鶏肉及び鶏
卵は、高病原性鳥インフルエンザの感
染が拡大した１１月以降、価格が上昇し
ている。

１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６２５ ６６５ ３０６ ３１３ １３２，５９５ １３１，９７０ ４３３ ４２２
Ｆ₁去 １，５３３ １，６０８ ３３９ ３２７ ３８９，３８１ ３６８，１３６ １，１４９ １，１２６
和去 ２，２９３ ２，４７３ ３３５ ３２３ ７０８，７７８ ７１９，５４６ ２，１１６ ２，２２８

東 北
乳去 － 2 － ３４８ － １２１，０００ － ３４８
Ｆ₁去 － 3 － ２６６ － １９２，５００ － ７２４
和去 ２，０９６ ２，８８０ ３１９ ３１５ ６８２，９６２ ６９０，８４８ ２，１４２ ２，１９４

関 東
乳去 ４２ ６１ ２９６ ３２１ ２７３，１１５ ２８８，７４１ ９２３ ９００
Ｆ₁去 ８５ １６８ ３２７ ３５０ ３５５，５９８ ３９７，８９９ １，０８９ １，１３８
和去 ７０６ １，０８６ ３２３ ３１１ ７４０，９６７ ７１６，４００ ２，２９５ ２，３０１

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 － １７４ － ２８２ － ６７４，７４９ － ２，３９０

東 海
乳去 7 5 ２７５ ２７３ ２１０，１００ ２１２，７４０ ７６４ ７７９
Ｆ₁去 ５２ ４２ ３１８ ３１７ ３６５，０３１ ３７８，００７ １，１４８ １，１９２
和去 ４３８ ２６５ ２８１ ２６９ ６９５，９３３ ６６８，９０４ ２，４７５ ２，４８６

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ４０９ ４６７ ２６１ ２６１ ７５０，６２８ ７８５，７６５ ２，８７５ ３，０１５

中 四 国
乳去 ５４ ５７ ２７３ ２６９ １５６，１１８ １５８，５７４ ５７２ ５８９
Ｆ₁去 ２１３ ２６６ ３３９ ３４４ ３６０，７１８ ３７１，１９７ １，０６４ １，０８０
和去 ７２４ １，１３０ ３０３ ３０１ ６６１，２００ ６８０，８９５ ２，１８１ ２，２６０

九州・沖縄
乳去 3 7 ３５１ ３３３ １５１，８００ １３５，１４３ ４３２ ４０５
Ｆ₁去 ２９２ ４０７ ３２６ ３３０ ３７５，８５０ ３７９，４７６ １，１５３ １，１５１
和去 １１，０００ ９，１０６ ２９６ ２９５ ６６５，０６７ ６８６，１６６ ２，２５１ ２，３２３

全 国
乳去 ７３１ ７９７ ３０３ ３１１ １４３，２２７ １４６，３７９ ４７３ ４７１
Ｆ₁去 ２，１７５ ２，４９４ ３３６ ３３１ ３８２，８５５ ３７２，２７３ １，１３９ １，１２５
和去 １７，６６６ １７，５８１ ３０４ ３０２ ６７８，４８５ ６９５，４２９ ２，２３２ ２，３０３

注 : （独）農畜産業振興機構（alic）の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

食品価格動向調査（食肉・鶏卵）の調査結果
（単位 :円/１００g（鶏卵は円/１パック））

品目 国産牛肉
（冷蔵ロース）

輸入牛肉
（冷蔵ロース）

豚肉
（ロース）

鶏肉
（もも肉）

鶏卵
（サイズ混合
・１０個入り）

２０２３年1月
（1/9～1/１１）

価格 ８５７ ３４２ ２７３ １４０ ２４４
前月比 １０１％ １００％ １０１％ １０１％ １０３％
平年比 １０４％ １１５％ １０４％ １０９％ １１３％

注 :平年比とは、２０１７～２１年度の食品価格動向調査業務による同月の調査価格の５ヵ年平均価格と比較したもの。

牛肉な
ど５品目とも上昇傾向
食肉・卵の小売価格動向
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


